
六
 

原
料
品
取
得
原
偵
を
決
定
す
る
場
合
の
第
二
基
礎
と
し
て
の
迭
状
簡
金
額
は
以
上
詮
述
し
た
る
通
り
で
あ
る
が
、
之
に
、
購
入
部
 
 

門
・
受
入
部
門
・
倉
庫
部
門
の
費
用
を
別
と
す
る
も
翻
、
F
・
〇
．
b
．
S
h
官
署
広
℃
○
芝
′
の
逸
状
な
る
と
き
運
賃
・
保
険
料
・
関
税
・
引
 
 

取
蓬
搬
費
の
如
き
を
加
へ
ー
又
C
i
f
或
は
F
．
〇
．
F
ロ
e
s
t
訂
t
富
め
迭
肌
な
る
と
き
岡
引
取
麗
麒
費
を
加
へ
て
、
原
料
品
取
得
慣
格
を
決
 
 

定
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
運
賃
保
険
料
の
如
き
は
購
入
原
料
品
の
一
「
O
t
毎
に
之
に
費
し
た
る
金
額
を
明
確
に
測
定
す
る
寄
容
 
 

易
な
る
が
通
常
で
あ
つ
て
、
此
等
を
叫
「
O
t
の
原
料
品
毎
に
其
の
原
偶
に
加
算
す
る
寄
も
亦
補
っ
て
容
易
な
る
筈
で
あ
る
。
併
か
し
 
 

時
Ⅵ
偵
多
郁
類
の
原
料
品
を
混
濁
購
入
す
る
場
合
が
存
し
、
此
等
金
購
入
晶
に
封
し
運
賃
保
険
料
を
山
口
の
金
額
と
し
て
支
彿
ふ
時
 
 

は
、
其
の
内
の
幾
何
を
甲
原
料
品
に
、
他
の
幾
何
を
乙
原
料
品
に
、
割
賦
す
べ
き
か
が
決
定
極
め
て
困
難
な
る
場
合
を
生
す
る
で
あ
ら
 
 

う
。
引
取
遅
搬
費
↓
r
宍
k
i
コ
也
C
h
a
r
笥
の
如
き
に
於
て
も
亦
同
校
で
あ
る
。
勿
論
運
賃
・
運
搬
費
計
算
の
基
礎
は
容
積
に
依
り
霊
泉
に
 
 

ょ
り
或
は
品
種
に
よ
り
、
定
ま
る
も
の
で
あ
つ
て
、
一
口
の
運
賃
運
搬
費
文
雄
胡
を
幾
多
品
魔
の
原
料
品
に
そ
れ
′
ぐ
ー
割
賦
す
る
の
 
 

庶
偶
合
計
に
於
け
る
原
料
品
尿
償
凍
定
上
の
諮
問
濫
 
 

原
債
禽
計
に
於
け
阜
原
料
品
原
債
決
定
上
の
諸
問
題
b
 
 

岸
 
 
正
 
 
一
 
 

根
 
 

（
ニ
〓
二
）
ニ
二
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



第
入
谷
 
第
三
粥
 
 

（
ニ
三
二
）
ニ
三
 
 

基
礎
皆
灘
な
る
澤
で
な
き
場
合
が
多
い
で
あ
ら
う
。
又
保
障
料
の
如
き
も
各
品
種
に
つ
き
、
其
の
S
h
i
p
p
首
p
O
已
の
慣
格
籠
依
り
 
 

或
は
到
着
地
鮎
に
於
け
る
憤
格
に
依
り
、
一
口
と
し
て
 

で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
併
か
し
若
し
其
虚
に
割
戯
困
難
な
る
嫌
が
あ
り
、
一
或
は
廣
の
割
賦
計
算
に
著
し
く
手
数
を
要
す
る
場
合
に
 
 

は
、
此
等
を
原
料
品
原
憤
に
加
へ
す
、
之
を
製
造
優
用
と
し
て
他
の
間
接
費
に
加
へ
て
、
製
品
の
原
偶
に
探
入
る
ゝ
方
法
も
勿
論
あ
 
 

り
得
る
諜
で
あ
る
。
時
に
引
取
運
搬
費
↓
r
u
c
k
茸
〔
h
a
r
笥
の
如
く
比
政
的
軽
綾
な
る
費
用
に
於
て
は
、
其
の
斯
か
る
取
扱
を
な
す
 
 

（
話
二
ハ
）
 
 

審
を
選
支
な
き
も
の
と
す
る
者
は
甚
だ
多
い
。
併
か
し
此
等
は
笹
に
血
つ
の
便
宜
方
法
た
る
に
留
ま
つ
て
、
正
し
き
方
蛛
と
節
す
る
 
 

事
を
得
な
い
。
厳
格
に
諭
す
る
な
ら
ば
、
便
宜
方
法
と
も
柄
す
る
寄
を
得
ざ
る
誤
ま
り
た
る
取
扱
方
経
と
謂
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
 
 

之
を
便
宜
方
法
で
あ
る
と
凰
考
す
る
立
前
は
両
工
場
に
於
て
受
入
る
1
原
料
品
の
受
入
運
賃
は
、
製
造
に
位
相
す
る
材
料
の
上
に
 
 

要
し
た
る
も
の
な
る
が
故
に
↓
結
局
製
造
費
用
に
編
入
し
て
美
文
な
い
。
同
様
に
稽
出
品
に
判
⊥
支
彿
ふ
領
出
違
質
は
販
費
の
費
用
 
 

に
外
な
ら
な
い
か
ら
と
云
ふ
に
あ
る
。
併
か
し
叫
慣
に
受
入
運
賃
運
搬
費
ぎ
n
O
ヨ
孟
↓
r
当
S
P
O
r
t
a
t
喜
．
C
h
a
r
顎
は
次
の
諸
場
合
に
 
 

（
藷
叫
七
）
 
 

教
生
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

て
購
入
原
料
品
（
商
品
）
の
上
に
 
 

二
、
得
意
先
よ
り
の
戻
り
品
の
上
に
 
 
 

三
、
購
入
注
文
に
依
ら
ざ
る
見
本
品
秒
上
に
 
 

四
、
賛
上
品
中
の
苦
情
申
立
品
の
上
に
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じ
、
夷
の
二
軍
輸
送
の
負
塘
が
買
手
た
る
自
己
企
薬
に
存
す
る
事
明
と
な
り
た
る
場
合
に
は
、
帯
除
途
の
馬
め
の
運
賃
道
搬
費
は
費
 
 

用
勘
定
を
以
て
虞
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
受
入
雑
品
に
封
す
る
も
の
は
概
し
て
費
用
勘
定
を
以
て
慶
印
す
べ
き
も
の
で
、
彼
の
 
 

畢
虞
め
旗
行
人
の
放
具
、
展
党
禽
等
に
出
品
の
場
合
の
返
り
品
、
義
務
彙
よ
り
エ
場
へ
保
管
韓
換
の
品
等
に
封
す
る
も
の
は
其
の
適
 
 

例
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
諸
道
梵
運
搬
費
は
決
し
て
測
二
的
蒜
二
勘
定
の
下
に
盤
弼
を
な
す
の
努
力
を
必
要
と
す
る
 
 

■
l
t
l
事
－
－
「
ニ
▼
＝
，
＼
－
I
－
■
ノ
・
‥
ヽ
■
・
▲
▼
，
，
i
 
も
の
で
な
い
。
緒
運
賃
或
は
雑
運
搬
費
の
如
き
、
〔
a
t
c
‡
＝
a
c
c
O
邑
を
設
け
て
魔
理
す
る
よ
り
は
、
他
に
そ
れ
ぐ
一
過
首
唱
日
を
 
 

設
け
て
虞
押
す
る
方
が
止
し
き
資
薔
な
る
統
計
を
得
る
閉
山
で
あ
ち
う
。
出
品
戻
り
品
に
勤
し
て
諸
運
賃
勘
定
を
設
定
利
用
す
る
よ
 
 

五
、
受
入
雑
品
の
上
に
 

而
し
て
蹄
摘
第
二
の
他
の
企
菜
に
供
給
し
た
る
商
品
の
内
、
自
企
業
の
錯
挨
又
は
過
失
に
依
り
て
、
廃
り
の
茸
任
を
負
揺
せ
ざ
る
べ
 
 

か
ら
ざ
る
場
合
の
戻
り
品
受
入
運
賃
運
搬
費
は
、
固
よ
り
廃
り
品
原
慣
に
加
ふ
べ
き
も
の
で
な
く
、
通
常
の
費
用
勘
定
を
設
定
し
て
之
 
 

に
課
す
る
の
方
法
を
採
ら
な
く
て
は
な
ち
な
い
。
叉
購
入
注
文
を
獲
逢
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
鴻
、
脛
新
品
（
又
は
商
品
）
供
給
者
よ
り
見
 
 

本
的
に
迭
付
し
来
り
た
る
も
の
は
、
其
の
見
本
品
の
庭
理
法
に
従
つ
て
磨
分
を
異
に
す
る
も
の
で
、
見
本
品
が
無
償
取
得
な
る
場
合
た
 
 

は
運
賃
運
搬
費
を
費
用
勘
定
に
て
應
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
紛
寧
の
生
じ
た
る
膵
人
尿
料
晶
に
勤
し
、
供
給
者
側
に
紛
寧
に
つ
き
 
 

安
住
の
偏
す
る
場
合
に
は
、
其
の
蓬
貸
造
機
費
の
負
措
者
は
通
常
貸
手
た
る
べ
き
で
あ
る
。
紛
寧
訂
起
し
結
局
自
ら
の
責
任
に
於
て
 
て
 
 
 

解
決
す
る
も
の
は
、
現
品
の
取
得
を
な
す
場
合
に
は
由
品
原
慣
に
加
へ
、
現
品
の
返
送
を
な
す
禦
昆
は
費
用
勘
定
を
以
て
虚
理
す
 
 

べ
き
も
の
で
あ
る
 
 

原
償
合
計
に
於
け
る
原
料
品
原
慣
決
定
上
の
諸
問
題
 
 

苦
情
を
申
立
て
山
雀
返
迭
を
な
し
、
紛
寧
解
決
の
結
果
引
受
の
責
任
を
生
じ
て
、
再
び
遅
速
遅
疲
の
事
賛
を
生
 
 
 

（
三
二
l
ニ
）
 
三
三
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（
ニ
三
四
）
ニ
ー
四
 
 

第
八
巻
 
 
第
三
渋
 
 

章
一
 
 

ル
は
、
出
品
費
の
如
き
勘
定
を
設
嘉
利
用
す
る
が
、
よ
り
多
く
憤
値
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
っ
唯
だ
載
に
原
料
品
原
憤
に
加
算
す
べ
き
受
 
 

入
蓮
賃
運
搬
費
は
、
購
入
原
料
品
に
封
す
る
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
此
等
は
例
へ
各
口
原
料
品
に
割
賦
困
難
で
あ
つ
て
も
、
決
 
 
 

し
て
‡
婁
費
用
た
る
の
性
質
を
帝
ぶ
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
製
造
費
用
勘
定
を
以
て
魔
理
す
べ
き
も
の
で
な
い
。
殊
に
之
を
製
法
費
 
 

用
勘
定
に
編
入
し
、
後
ち
更
に
之
む
間
接
費
と
し
て
製
品
原
偶
に
剖
歎
す
る
に
於
て
は
、
運
賃
運
搬
費
を
臆
料
品
購
入
常
時
佗
直
接
 
 

各
口
の
原
料
品
に
割
賦
す
る
以
上
に
、
割
賦
基
礎
の
捕
捉
を
困
難
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
】
月
金
額
と
し
て
の
運
賃
引
取
運
搬
 
 

費
は
、
甲
口
の
原
料
品
に
封
し
一
又
は
二
の
割
合
な
る
に
倒
し
、
乙
口
の
購
入
原
料
品
に
封
t
て
は
、
其
の
1
両
1
知
な
る
場
合
 
 

が
存
す
る
で
あ
ら
う
。
此
等
新
二
切
混
一
し
て
、
厳
に
他
の
性
質
不
明
或
は
割
賦
基
礎
不
明
の
移
し
き
種
類
の
費
用
と
合
し
て
、
一
 
 

定
基
準
の
下
に
製
品
に
割
賦
せ
ん
と
す
る
蕃
は
、
現
在
の
易
き
に
安
逸
を
求
め
ん
と
欲
し
て
将
来
舟
埠
宇
倍
の
困
難
を
泡
衆
す
渇
 
 

の
愚
に
陥
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
は
決
し
て
正
し
き
製
品
原
慣
の
計
算
を
得
る
も
の
で
な
い
。
仙
般
に
原
慣
計
傍
の
要
 
 

儲
は
、
製
造
費
絹
、
製
造
間
接
費
の
如
く
、
割
賦
基
礎
に
人
馬
的
裁
定
率
を
設
定
す
る
必
要
あ
る
も
の
を
改
め
て
、
な
る
べ
く
直
接
 
 

的
に
正
し
き
基
礎
の
下
に
製
品
に
賦
課
す
る
事
を
得
せ
し
む
る
や
う
、
な
る
べ
く
凄
く
の
間
接
費
を
直
接
費
に
還
元
す
る
の
方
途
を
 
 

講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
T
r
u
c
k
孟
C
h
a
r
笥
の
如
き
を
一
般
に
些
細
な
る
金
額
な
る
の
故
を
以
て
、
間
接
費
化
せ
ん
 
 

め
ん
と
す
る
は
正
し
き
傾
向
と
柄
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
 
 
 

各
種
原
料
品
紅
封
す
る
運
賃
及
び
引
取
遷
輝
費
を
二
日
金
額
と
し
て
支
彿
を
な
⊥
、
原
料
品
元
帳
及
び
一
般
元
帳
原
料
品
硫
牌
働
 
 

定
に
」
各
日
迭
状
金
額
む
そ
れ
ト
・
什
＼
記
入
す
る
際
に
、
之
を
各
品
櫛
の
も
の
に
割
賦
せ
ん
と
す
る
と
せ
は
、
免
づ
各
品
種
別
に
之
を
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敬
謙
す
る
の
楔
準
を
定
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
其
の
運
賃
引
取
運
搬
費
の
計
算
基
礎
は
、
各
原
料
品
の
翼
竜
に
依
る
べ
き
 
 

も
の
な
る
寄
が
明
か
な
る
場
合
に
も
、
傭
各
品
種
別
に
一
々
霊
堂
の
嘗
際
看
貫
を
な
す
寄
困
難
な
る
場
合
が
存
す
る
で
あ
ら
う
1
イ
 

多
く
の
原
料
品
忙
つ
き
見
る
に
、
其
の
受
入
に
は
亀
目
槍
架
の
緻
行
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
混
合
引
取
の
場
合
に
於
て
も
 
 

各
品
窟
別
盈
呂
を
受
入
報
骨
に
明
示
す
牒
必
要
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
一
期
か
る
場
合
に
は
、
草
薮
基
礎
を
侶
格
基
準
に
硬
質
し
 
 

之
を
以
て
運
賃
引
取
運
搬
費
の
割
賦
標
準
と
な
す
が
利
便
で
あ
る
。
例
へ
ぼ
運
賃
又
は
引
取
運
搬
費
を
、
量
目
百
封
慶
に
つ
き
威
拾
 
 

践
と
す
る
場
今
督
封
度
の
量
目
を
有
す
る
原
料
品
の
陳
情
（
迭
状
金
額
）
が
試
拾
凶
な
る
番
を
知
ら
ぼ
、
慣
格
の
叫
％
乾
追
加
す
る
 
 

軍
に
依
っ
て
、
容
易
に
運
賃
引
取
造
貿
を
其
の
原
料
品
に
割
賦
す
る
審
を
得
る
鐸
で
あ
る
・
。
 
 

（
謹
一
六
）
 
W
●
B
．
「
a
w
r
e
コ
C
e
－
〔
○
い
t
⊃
c
c
O
u
邑
⊃
9
P
■
】
u
W
■
 
 

＼
 
 

（
謹
叫
七
）
 
L
O
r
計
コ
a
コ
d
 
H
a
r
r
i
s
－
C
O
S
t
芳
c
O
u
コ
t
i
コ
誓
P
r
i
n
‖
甘
訂
s
a
コ
m
 
P
r
a
c
t
芹
e
】
汚
y
P
・
一
山
p
 
 

七
 
 
 

厨
料
品
の
取
得
原
偵
を
以
て
、
原
料
品
を
直
ち
に
製
造
に
利
用
し
得
る
状
態
に
置
く
迄
の
費
用
を
含
め
た
る
も
の
と
な
す
と
き
は
 
 

其
の
取
得
原
慣
は
近
状
面
金
額
に
遅
筆
姶
唯
に
食
め
あ
ら
ざ
る
と
き
）
引
取
運
搬
費
を
加
ふ
る
外
に
愉
腐
祁
輔
弼
戯
鞘
、
、
盛
期
酢
増
 
 

員
懲
仰
を
も
含
ま
し
め
た
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
場
合
取
得
原
慣
な
る
言
 
 

葉
を
単
に
文
字
通
り
解
繹
し
、
取
得
ま
で
の
状
態
に
檻
く
費
用
を
含
め
た
る
に
留
ま
り
、
貯
蔵
部
門
費
周
を
含
め
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
 
 

と
考
ふ
る
な
ら
ば
、
原
料
品
原
慣
、
原
料
品
棚
卸
偵
格
或
は
原
料
棚
卸
品
慣
格
と
科
す
る
も
の
に
は
少
く
と
も
斯
か
る
保
管
費
用
を
 
 

原
償
曾
計
に
於
け
る
頗
料
品
庶
慣
決
定
上
の
語
間
醍
 
 

（
ニ
三
五
）
 
三
五
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1・  

（
三
二
大
）
 
三
六
 
 

寛
八
巻
 
第
≡
教
 
 

（
諌
一
入
）
 
 

食
ま
し
む
べ
産
も
の
と
の
観
念
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
。
K
e
s
t
e
r
は
「
商
品
原
偵
な
る
言
葉
は
完
全
原
慣
F
u
ニ
C
。
S
t
を
指
す
。
即
ち
迭
状
 
 

面
金
額
の
み
な
ら
す
、
直
ち
に
放
資
忙
供
し
得
る
状
態
に
置
く
に
質
す
る
迂
d
i
t
ぎ
a
－
C
邑
s
を
含
め
た
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
芝
草
 
 

t
i
O
コ
a
l
C
O
S
t
S
は
通
常
道
賃
、
串
力
鴛
、
違
法
中
の
保
険
料
、
倉
敷
料
（
S
－
C
r
a
g
e
）
．
関
税
、
．
枯
馴
費
肝
（
S
e
a
s
。
コ
i
コ
害
r
a
讐
色
C
。
S
t
S
）
 
 

倉
庫
費
用
（
W
a
r
e
h
O
亡
S
e
n
h
a
r
顎
）
、
其
の
他
類
似
項
目
を
指
す
。
統
制
の
目
的
上
、
此
等
諸
費
用
の
詳
細
を
そ
れ
く
別
個
に
記
 
 

録
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
期
末
統
計
時
期
（
S
u
ヨ
ヨ
a
r
y
P
e
r
監
）
に
於
て
は
此
等
を
商
品
の
送
状
面
原
偶
に
加
算
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

殆
ん
ど
す
ペ
て
の
大
組
綬
企
柴
に
於
て
は
、
特
別
の
亜
僻
せ
る
購
入
部
門
を
設
置
す
る
寄
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
唯
だ
斯
か
る
 
 

部
門
費
用
を
公
平
に
そ
れ
く
の
販
安
部
門
に
或
は
各
種
商
品
に
割
賦
す
る
事
困
難
で
あ
る
焉
め
に
、
一
口
に
購
入
費
用
（
B
u
y
富
 
 

E
x
p
e
コ
S
e
S
）
と
し
て
纏
め
、
螢
柴
費
用
の
三
如
ぎ
G
r
O
u
P
S
の
一
と
し
て
規
は
し
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
居
る
へ
即
ち
之
は
購
入
部
 
 

門
費
用
を
珊
論
上
商
品
庶
偶
に
加
ふ
る
を
以
て
正
し
と
す
る
が
、
尊
嘗
上
割
賦
計
算
を
困
難
と
す
る
が
故
に
費
庸
勘
嘉
と
し
て
取
扱
 
 

ふ
迄
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
即
ち
購
入
商
品
に
直
接
割
賦
し
得
る
費
用
を
、
直
接
費
用
と
し
て
原
憤
に
加
へ
、
購
入
部
門
費
用
 
 

以
下
の
割
賦
困
難
な
る
費
用
を
以
て
、
商
品
購
入
の
間
接
費
用
と
看
撤
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
直
接
購
入
費
用
、
間
接
購
入
費
用
 
 

の
筒
分
は
決
し
て
誤
り
は
な
い
e
然
か
も
唯
だ
間
接
費
用
を
簡
品
の
原
慣
外
に
置
く
番
が
、
偽
者
賛
上
便
宜
で
あ
る
か
香
か
は
大
に
 
 

（
註
則
九
）
 
 

問
題
で
あ
る
。
P
a
t
O
コ
及
び
S
t
e
v
e
コ
S
O
コ
も
亦
運
賃
、
引
取
車
力
賃
、
荷
解
き
、
棚
上
げ
、
其
の
他
竪
琴
川
－
・
川
東
得
る
状
態
に
置
く
費
用
 
 

を
迭
状
金
額
に
加
へ
て
、
商
品
又
は
原
料
品
の
原
慣
と
す
る
事
を
詮
き
、
叉
斯
か
る
加
鋸
鋸
竃
の
教
生
し
た
る
時
 
 

に
、
之
を
商
品
又
は
原
料
品
に
課
す
る
事
を
理
論
的
と
す
と
す
る
。
唯
だ
人
夫
質
の
如
く
、
日
々
之
を
商
品
原
料
品
の
各
☆
佗
制
鹿
∵
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す
る
番
の
困
難
な
る
も
の
に
つ
き
て
わ
み
期
末
に
分
析
計
罫
を
行
ひ
、
通
常
な
る
割
蹴
額
を
人
夫
質
勘
定
よ
サ
除
き
て
、
棚
卸
品
棚
 
 

卸
侶
格
に
加
へ
、
埋
り
の
人
夫
賃
を
、
損
益
勘
定
に
法
る
審
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
而
し
て
斯
か
る
正
常
費
用
を
除
外
し
て
、
 
 

棚
卸
慣
梅
を
過
少
に
表
示
す
る
の
不
常
に
隋
つ
て
は
な
ら
な
い
と
詮
い
て
居
る
の
セ
あ
る
。
仕
繊
品
、
製
品
の
場
合
に
於
て
そ
の
際
慣
 
 

に
採
入
る
⊥
も
の
は
使
用
し
た
る
原
料
品
の
慣
絡
め
み
で
な
く
、
′
エ
坂
道
皆
の
費
用
の
通
常
な
る
劉
嘗
覇
を
も
之
に
含
ま
し
む
る
事
 
 

は
、
一
般
の
原
則
で
あ
る
。
故
忙
原
料
品
の
獲
得
よ
り
製
品
注
文
者
へ
の
引
渡
ま
で
宅
製
造
工
柴
の
一
P
r
。
C
e
S
S
で
あ
る
と
考
ふ
る
 

な
ら
ば
、
級
原
慣
は
（
堅
異
並
に
経
常
費
用
を
加
へ
て
）
之
を
此
ノ
の
企
業
の
製
造
の
〓
衝
と
放
資
の
」
面
と
に
適
普
に
分
類
す
べ
習
で
 
 

あ
つ
て
、
ノ
此
の
雄
原
偵
の
幾
％
か
を
製
品
の
棚
卸
惰
格
と
す
べ
き
は
常
然
で
あ
る
。
故
に
〔
O
S
t
a
n
n
r
u
a
叫
s
ぎ
く
a
ど
a
t
宮
の
革
質
を
 
 

惧
真
に
吟
味
了
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
普
通
資
質
企
菜
の
禽
計
に
於
て
は
兎
も
角
、
原
間
合
計
に
於
て
は
例
へ
購
入
 
 

部
門
、
受
入
部
門
、
倉
庫
部
門
費
用
を
輿
迫
費
用
と
L
て
取
扱
つ
て
も
、
所
詮
此
等
を
製
品
原
慣
忙
割
賦
加
算
す
べ
き
は
免
れ
ざ
る
 
 

事
象
で
あ
ゎ
、
叉
斯
く
す
る
事
を
以
て
、
原
憤
合
計
に
於
け
る
製
品
投
慣
決
定
の
理
論
的
方
式
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
斯
か
る
費
 
 

用
を
製
品
原
慣
に
盈
後
に
加
算
す
る
か
、
或
は
原
料
品
購
入
の
時
に
（
即
ち
製
造
拇
磯
時
に
）
原
料
品
原
偶
に
加
算
す
べ
き
か
は
、
単
 
 

に
原
憤
算
入
の
時
期
の
問
題
た
る
関
係
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
料
品
の
購
入
は
製
造
の
虜
め
で
あ
る
。
諸
掛
諸
費
用
の
支
出
も
 
 

亦
・
、
選
覚
製
品
の
薦
め
な
り
と
す
れ
ば
、
原
料
品
購
入
に
直
接
費
し
た
る
費
用
を
原
料
品
原
偶
に
加
へ
、
間
接
に
資
し
た
る
費
用
を
 
 

叫
應
製
造
費
用
に
仕
澤
鹿
理
し
、
製
品
に
此
等
を
完
全
に
割
蹴
樽
臆
す
れ
ぼ
、
寄
資
に
於
て
些
の
不
都
合
を
も
生
す
る
こ
と
は
な
い
 
 

で
あ
ら
う
。
故
に
購
入
間
接
費
用
を
原
料
品
膵
慣
に
割
賦
綽
嫁
す
る
の
困
難
な
る
事
績
を
馬
鹿
正
直
に
選
ぶ
必
要
な
し
と
す
る
は
、
 
 

原
償
骨
計
に
於
け
る
原
料
品
原
慣
決
定
上
の
諮
問
鼠
 
 

（
ニ
ニ
仙
七
）
 
≡
七
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や  

（
三
こ
入
）
 
三
人
 
 

常
人
春
 
 
希
三
成
 
 

】
應
尤
も
で
あ
り
、
叉
製
造
本
位
の
愈
計
は
其
の
立
前
よ
り
云
っ
て
、
そ
れ
で
美
文
な
き
諜
で
あ
ら
う
。
併
か
し
、
個
々
の
棚
卸
 
 

品
（
製
品
、
仕
掛
品
、
原
料
品
）
の
慣
格
決
定
の
原
惜
合
計
的
立
前
よ
り
す
る
な
ら
ば
、
斯
か
る
便
宜
論
は
慣
俵
を
看
し
な
い
寄
と
 
 

な
る
。
製
造
工
業
の
原
憤
合
計
に
於
て
、
製
造
本
位
の
合
計
方
法
を
採
用
す
る
か
、
或
は
棚
卸
品
慣
格
決
定
の
厳
格
な
る
合
計
方
法
 
 

を
採
用
す
る
か
に
就
き
て
は
、
葡
大
に
論
争
の
飴
地
は
存
す
る
で
あ
ら
う
。
併
か
し
な
が
ら
、
製
造
本
位
の
愈
計
方
法
を
採
用
す
る
 
 

と
し
て
も
、
傭
輿
辻
費
用
と
し
て
取
扱
ひ
た
る
斯
か
る
間
接
費
用
を
製
品
に
坤
嫁
負
槍
せ
し
む
る
場
合
に
、
其
の
割
賦
計
算
を
製
品
 
 

仕
上
り
時
ま
で
遅
延
せ
し
む
る
が
焉
め
に
、
剥
脱
を
容
易
な
ら
し
む
る
も
の
で
透
る
と
考
ふ
べ
き
事
由
は
殆
ん
ど
何
物
も
存
在
し
な
 
 

い
。
寧
ろ
原
料
品
取
得
時
に
其
の
原
料
に
割
賦
し
た
り
し
な
ら
ば
、
製
品
に
直
接
割
賦
す
る
よ
り
は
更
妃
一
隊
容
易
に
し
て
、
正
確
 
 

を
待
た
る
な
る
べ
し
と
思
考
し
得
べ
き
確
由
が
寧
ろ
多
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
原
料
品
取
得
時
に
原
料
品
の
最
冒
品
質
容
積
年
率
し
 
 

き
聞
に
、
そ
れ
人
～
通
常
な
る
傭
件
を
求
め
て
割
賦
し
た
け
し
な
ら
ぼ
、
原
料
品
取
扱
費
用
は
容
易
に
且
つ
正
確
に
割
賦
し
得
た
る
 
 

筈
で
あ
ら
う
 
－
 例
へ
其
の
計
堺
が
困
難
な
る
に
L
て
も
。
然
る
に
原
料
品
を
攣
質
欒
形
せ
し
め
て
製
品
に
化
せ
し
め
た
る
後
に
、
 
 

原
料
品
と
し
て
保
存
の
場
合
に
要
し
た
る
費
周
を
製
品
に
割
賦
計
算
せ
ん
と
す
る
帝
は
、
割
賦
計
算
を
一
骨
困
難
な
ら
し
む
る
も
め
 
 

で
あ
つ
て
、
之
を
簡
軍
容
易
な
ら
し
む
べ
し
と
は
到
底
考
へ
得
ら
れ
ざ
る
鹿
で
あ
る
。
前
鱒
も
述
べ
た
る
が
如
く
、
．
原
慣
禽
計
の
本
 

領
は
多
少
の
不
便
を
忍
び
て
も
、
簡
製
造
間
接
費
何
の
如
く
割
賦
基
礎
の
陵
味
な
る
も
の
を
な
る
べ
く
少
く
し
、
直
接
費
用
化
せ
し
 

め
冬
草
に
努
力
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
ま
し
て
一
時
の
手
揖
不
便
を
免
れ
ん
が
薦
め
に
、
後
日
数
倍
の
割
賦
困
難
を
重
ね
ん
 

が
如
き
は
、
製
造
本
位
の
愈
計
方
法
に
於
て
も
錦
大
に
考
慮
す
べ
き
乳
柄
で
あ
る
。
精
冗
長
に
失
す
る
が
玄
に
〔
a
s
t
e
コ
h
O
－
N
の
所
詮
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（
ま
〓
○
）
 
 

の
大
要
を
記
述
し
で
老
く
で
あ
ら
う
。
 
 

「
途
紙
面
金
額
以
外
に
原
料
品
倍
格
決
定
に
つ
き
考
燈
す
べ
き
項
目
が
あ
る
。
運
賃
は
其
の
一
つ
で
あ
る
。
受
入
・
保
管
・
購
入
部
 
 

門
の
維
持
費
用
は
其
の
他
諸
項
月
中
の
．
仙
つ
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
♂
受
入
・
保
管
・
購
入
部
門
費
用
は
何
人
と
嘩
も
之
を
直
接
 
 
 

製
造
費
用
と
考
ふ
る
も
の
は
な
い
。
蓋
し
直
接
製
造
そ
の
も
の
に
閲
輿
を
持
た
な
い
で
、
原
料
品
の
製
造
的
憤
倍
（
M
a
コ
u
f
a
c
t
u
r
i
コ
旧
 
 
 

く
a
ど
e
）
を
加
へ
る
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぼ
、
斯
か
る
費
用
は
原
料
品
を
P
r
O
d
宍
t
i
O
コ
P
O
乏
に
雷
く
 

に
要
す
る
費
用
な
る
を
以
て
、
此
等
は
原
料
品
の
棚
卸
慣
格
に
加
へ
る
も
の
せ
考
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

此
の
関
係
を
衷
に
例
示
す
る
な
ら
ば
、
エ
場
の
附
近
に
猫
立
経
常
の
倉
庫
禽
敢
が
布
衣
す
る
と
す
る
。
而
し
て
製
造
工
場
は
自
ら
 

倉
庫
を
所
有
せ
す
と
し
て
、
製
造
用
原
料
品
を
批
の
倉
頗
禽
敢
よ
り
購
入
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
製
造
工
場
は
原
料
品
の
O
r
i
管
コ
a
－
 
 
 

C
O
S
t
の
外
に
、
倉
庫
に
之
を
取
入
る
1
に
要
し
た
る
贋
用
、
運
賃
運
搬
費
、
貯
蔵
費
用
、
倉
庫
業
者
利
益
金
等
を
併
せ
倉
庫
合
祀
 
 
 

に
支
彿
は
な
ぺ
て
は
な
ら
な
小
（
勿
論
倉
庫
命
赦
よ
 

製
遭
業
者
は
倉
庫
業
者
に
支
挑
ふ
倉
痺
発
着
の
利
益
金
を
節
約
せ
ん
が
馬
め
濫
庖
ら
原
料
品
を
貯
成
す
る
詣
で
あ
つ
て
、
従
つ
 
 
 

て
之
が
薦
め
に
購
入
、
喪
入
並
把
貯
戯
費
用
を
自
ら
支
所
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
倉
庫
発
着
よ
り
購
入
す
る
場
合
を
回
顧
す
れ
 
 
 

ぼ
、
此
等
費
用
を
購
入
原
傾
城
は
原
料
品
の
ヨ
当
u
f
a
c
t
u
r
i
コ
色
n
O
S
t
に
加
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
事
は
明
か
で
あ
る
。
 
 
 

運
賃
は
原
料
品
の
三
a
コ
u
f
邑
u
r
孟
C
。
S
t
を
生
す
る
原
慣
項
目
で
あ
る
。
合
計
の
任
に
あ
る
者
は
多
く
此
の
運
賃
を
嘗
然
の
如
 
 

く
に
棚
卸
品
慣
格
に
加
ふ
べ
し
と
な
し
凌
が
ら
、
購
入
・
受
入
・
保
管
の
原
惜
を
二
股
費
用
又
は
間
接
費
用
と
了
解
し
て
屠
る
の
で
 
 

原
慣
合
計
に
於
け
る
原
料
品
原
偶
決
定
上
の
諸
問
題
 
 

（
ニ
≡
九
）
 
三
九
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（
ニ
ニ
ニ
○
）
 
四
〇
 
 
 

寛
人
容
 
寛
三
罰
 
 

あ
る
。
若
し
運
賃
、
遷
雌
費
が
常
然
の
如
く
に
棚
卸
品
偵
格
に
加
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
に
製
造
の
目
的
の
薦
め
に
 
 
 

原
料
品
を
調
達
し
保
存
す
る
馬
め
の
追
加
的
費
用
を
、
普
然
の
如
く
に
原
料
品
に
課
し
て
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
。
商
品
に
慣
値
 
 
 

を
加
ふ
る
意
味
の
支
出
は
何
に
よ
ら
す
、
其
の
商
品
の
原
憤
に
加
ふ
べ
き
も
の
で
、
此
等
は
す
べ
て
迭
状
而
金
額
の
上
に
加
算
し
 
 
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
 
 

以
上
が
C
a
s
t
e
n
h
。
－
N
の
所
詮
で
あ
る
。
購
入
並
に
受
入
の
手
綬
は
原
料
品
に
常
然
附
随
の
寄
項
で
あ
る
。
例
へ
自
工
場
に
於
て
組
 
 

立
等
に
要
す
る
部
分
品
を
自
作
す
る
場
合
に
於
て
も
、
偽
其
の
部
分
品
に
使
用
す
る
原
料
品
は
購
入
受
入
の
手
械
を
経
な
く
て
は
な
 
 

ら
な
い
。
然
る
に
磨
耗
に
至
り
て
は
租
々
趣
を
異
に
し
、
製
造
の
場
合
に
原
料
品
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
其
の
製
造
に
必
要
な
る
 
 

た
げ
を
購
入
し
使
用
す
れ
ば
、
所
謂
工
昌
d
・
t
？
ヨ
ど
t
h
b
u
y
息
と
な
つ
て
、
原
料
品
原
情
従
つ
て
製
品
原
慣
を
低
下
せ
し
め
得
べ
き
 
 

計
算
で
あ
る
。
蓋
し
、
斯
く
す
る
寄
に
依
り
て
資
本
の
固
定
を
防
ぎ
、
利
息
の
箇
約
を
得
、
別
に
貯
蔵
保
管
の
費
用
を
も
省
略
し
得
 
 

る
繹
で
あ
る
。
併
か
し
エ
a
コ
王
？
ヨ
O
u
t
h
b
u
y
m
ぬ
を
行
は
ゞ
、
或
は
製
造
の
時
期
に
必
要
原
料
を
入
手
し
得
ざ
る
不
便
を
生
す
る
場
 
 

合
が
あ
少
、
小
口
に
旗
買
入
を
行
ふ
焉
め
に
購
入
・
受
入
の
費
用
を
増
大
し
、
且
つ
相
場
暴
騰
の
傾
向
存
す
る
場
合
に
失
ふ
朗
多
か
 

〃
 
 

（
註
二
こ
 
 

る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
其
の
保
管
費
用
節
約
の
問
題
は
す
ペ
て
の
採
算
を
濁
度
に
入
れ
て
後
ち
決
す
ペ
き
事
項
で
あ
る
。
故
に
正
常
 
 

な
る
購
入
保
管
は
其
の
原
料
品
の
正
常
な
る
状
態
に
於
け
る
繁
用
の
費
用
で
あ
つ
て
、
之
を
其
の
原
料
品
原
偶
に
加
ふ
べ
き
番
に
反
 
 

封
の
飴
地
は
な
い
。
 
 
 

以
上
の
如
く
し
て
、
′
玄
に
購
入
品
の
受
入
費
用
、
倉
庫
費
用
の
割
賦
顧
を
、
原
料
品
原
慣
或
は
棚
卸
慣
梅
に
加
ふ
べ
し
と
し
て
、
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（
註
≡
一
）
 
 

其
の
賓
際
取
扱
方
法
を
如
何
に
す
べ
き
・
や
、
之
に
観
き
て
は
矢
張
C
a
s
t
e
コ
コ
。
訂
の
方
法
を
主
と
し
て
引
用
詮
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

（
詳
〓
八
）
 
K
e
s
t
e
r
こ
b
i
d
・
、
＜
○
〓
√
】
心
辟
．
P
・
】
芦
 
 

八
 
 

購
入
・
受
入
。
貯
織
に
関
す
る
費
甲
を
原
料
品
元
帳
忙
焚
け
る
棚
卸
品
偶
格
に
加
算
サ
る
方
法
は
、
全
部
の
原
料
品
或
は
全
部
の
組
 
 

立
仕
上
げ
に
周
ゆ
る
部
分
品
を
他
企
業
よ
り
購
入
す
る
慧
ロ
ト
、
部
分
品
の
二
郡
を
自
作
す
る
場
合
と
に
依
り
、
相
異
を
生
す
る
も
 
 

の
な
る
が
故
に
、
此
の
両
場
合
は
之
を
慣
別
七
て
遜
朋
す
る
濁
を
必
要
と
す
る
で
あ
ち
ぅ
。
而
し
て
更
に
其
の
前
に
、
購
入
・
受
入
 
 

貯
蔵
に
関
す
る
費
用
の
分
析
研
究
を
な
す
必
要
が
あ
る
。
之
を
例
示
す
れ
ぼ
 
 

l
㌧
 
覇
＞
輔
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琴
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謹
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デ
c
．
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・
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…
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…
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原
儲
合
計
に
於
け
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原
料
品
原
侶
決
定
上
の
帝
問
題
 
 

l
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澄
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ユ
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∵
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W
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a
ヨ
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．
C
a
s
t
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コ
h
O
i
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．
（
O
S
t
碧
n
O
u
コ
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P
r
O
C
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P
り
u
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以
下
 
 

R
O
b
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【
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コ
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ヨ
e
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＝
T
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∵
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以
上
の
分
析
研
究
を
な
す
に
常
り
て
、
．
購
入
部
門
は
製
造
用
品
の
購
入
に
全
力
を
傾
注
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
用
度
品
の
購
 
 

入
の
如
き
は
購
入
部
門
の
任
務
に
あ
ら
ず
し
て
○
芳
e
ヨ
a
n
虐
e
r
が
之
を
管
草
す
る
も
の
な
る
番
を
明
か
に
L
、
蘭
迭
状
而
金
額
に
 
 

は
運
賃
並
に
遅
途
中
の
保
険
料
及
引
取
運
賃
も
加
算
し
あ
る
も
の
な
る
零
を
明
か
に
し
た
り
と
す
れ
ぼ
、
其
の
原
料
品
へ
の
割
駅
並
 
 

に
割
賦
仕
繹
は
凡
そ
次
の
如
く
な
る
で
あ
ら
う
。
 
 
 

貰
l
形
式
。
絶
ペ
て
原
料
品
或
は
組
立
用
部
分
品
を
他
企
発
よ
り
購
入
す
る
場
合
の
別
殿
方
法
、
並
に
割
賦
仕
澤
取
扱
方
法
を
、
 
 

先
づ
第
一
形
式
と
し
て
叢
に
述
べ
る
で
あ
ら
う
。
此
の
場
合
の
諸
取
扱
は
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。
即
ち
、
上
掲
分
析
研
究
に
見
る
が
如
 
 

叫
ケ
年
間
の
所
要
原
料
品
取
礫
費
周
覇
を
完
全
忙
金
額
割
賦
し
得
る
結
果
と
な
る
詣
で
あ
る
。
購
入
・
受
入
・
倉
庫
諸
費
用
を
各
原
剰
 
 

く
、
其
の
大
局
に
於
て
原
料
品
取
扱
諸
費
用
は
迭
状
面
金
額
の
劇
〆
に
相
首
す
る
？
故
に
原
料
品
の
購
入
が
正
常
な
る
状
態
に
あ
る
 
 

な
ら
ば
二
般
元
帳
原
料
品
統
緒
勘
定
並
に
原
料
品
元
帳
各
原
料
品
口
座
に
記
入
す
る
各
途
状
金
融
に
封
し
、
】
％
の
追
加
を
行
は
ゞ
 
 
 

岩
声
0
0
 
 

ヨ
】
1
．
陶
福
釦
増
茸
頭
声
蟹
ヰ
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藤
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〆
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尊
 
慮
 
皿
 
 

原
償
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料
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原
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凍
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の
諸
問
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膵
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＞
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第
八
容
一
策
ニ
ー
渋
 
 

（
三
三
四
）
 
四
四
 
 

萬
途
秋
面
金
額
に
割
賦
す
る
に
嘗
り
、
月
次
的
に
仙
ケ
月
を
以
て
計
算
畢
位
と
な
す
も
、
鉛
其
の
計
算
の
内
容
薮
ニ
ケ
月
に
限
定
す
 
 

る
酋
は
不
可
な
る
場
合
が
多
い
。
例
へ
ば
、
或
る
月
に
於
け
る
此
等
費
用
総
額
が
其
月
中
に
購
入
し
入
庫
し
狩
る
原
料
品
送
状
金
額
 
 

の
二
弊
を
占
む
る
も
、
他
の
月
に
於
て
は
必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
場
合
が
存
す
る
で
あ
ら
う
。
成
る
月
に
は
1
二
野
、
他
の
月
に
は
五
％
 
 

乃
室
六
％
に
上
る
が
如
き
畢
は
決
し
て
珍
ら
し
く
な
い
。
斯
か
る
場
合
に
月
を
以
て
す
べ
て
の
計
簡
単
位
と
な
す
寄
は
、
賛
際
際
 
 

偶
の
上
に
於
て
或
は
正
し
き
を
得
て
も
、
正
常
原
偶
の
取
扱
と
し
て
は
甚
だ
し
く
不
都
合
な
る
を
免
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
叉
賓
際
 
 

原
偶
の
立
坂
ょ
り
す
る
も
、
此
の
方
法
は
必
ず
し
も
正
し
き
方
法
と
認
む
る
を
得
な
い
。
彼
の
季
節
的
に
生
産
す
る
原
料
品
を
使
用
 
 

す
る
エ
場
忙
於
て
は
、
生
産
時
別
の
血
ケ
月
乃
至
二
月
中
に
、
帥
ケ
年
間
の
位
相
原
料
品
の
大
卒
を
購
入
し
経
る
事
が
あ
る
。
斯
か
 
 

ん
－
 
 

る
蕩
合
に
は
、
其
の
時
期
に
の
み
購
入
・
受
入
・
事
績
の
大
部
分
を
終
了
す
る
が
故
に
、
平
常
の
購
入
・
受
入
な
く
叉
従
っ
て
費
用
の
 
 

支
沸
を
嬰
せ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
此
の
月
を
以
て
単
位
と
す
る
計
算
法
は
蘭
可
な
る
も
の
で
あ
る
。
然
か
L
購
入
・
受
入
・
保
管
の
各
 
 

部
門
が
表
面
上
兎
に
角
毎
月
正
常
に
活
動
し
、
従
っ
て
月
攻
略
ぽ
凧
定
の
経
費
を
袈
し
な
が
ら
、
何
或
る
月
の
購
入
が
甚
だ
し
く
少
量
 
 
 

で
あ
少
、
時
に
は
購
入
皆
無
の
状
態
に
＝
あ
つ
て
、
他
の
月
に
移
し
く
購
入
の
起
る
場
合
が
存
す
る
。
即
ち
購
入
皆
無
の
月
に
は
費
用
 
 

の
割
賦
不
能
に
陥
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
市
況
の
傾
向
に
依
っ
て
、
斯
く
の
如
き
事
象
は
何
時
牽
生
す
る
や
預
想
し
得
ざ
る
啓
が
存
す
 

る
。
斯
か
る
婁
合
に
梅
津
際
原
慣
を
基
本
と
す
べ
し
と
の
立
前
よ
り
、
常
に
月
々
の
資
際
計
穿
を
立
て
割
賦
賦
課
を
朽
ふ
ペ
し
よ
な
 
 

す
草
は
正
ト
き
方
法
と
考
ふ
る
膚
を
鱒
な
い
ゾ
会
費
翔
は
、
其
の
費
用
を
以
て
取
扱
ひ
ね
㌃
原
料
に
平
等
公
平
に
割
賦
す
る
の
態
度
 
 

を
持
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
元
来
購
入
・
受
入
・
貯
蔵
の
各
部
門
は
特
定
の
∵
口
の
原
料
品
購
入
の
馬
め
に
其
都
度
組
緻
す
る
も
の
で
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と 扱 な 
仕 い 
讃 、 

し 故 
に 

、 此 
等部 

に準 式 
門 

費用 
け 

金勘定 は 
を 仝 

貸 仙 
ケ 

年の 
er 絶 

購 
入 
保 

繹 

管琵賦課 
記 の 

す 
べ 

て 
此 状 きも 

ので e 

ある 

如き主 
る 

要簿の 

の 
上 

。  

に 

に 於て 
賦 、、 
課 を 

す 如 
べ 何 

収蔵  

於
．
て
貸
方
仕
誇
を
な
し
、
仙
般
元
帳
原
料
品
統
轄
勘
哀
惜
方
に
記
入
し
た
る
金
額
は
、
其
の
月
中
に
原
料
品
元
帳
各
口
座
に
、
廣
の
 
 

月
中
の
迭
状
に
封
し
て
個
別
的
に
割
賦
記
入
し
売
る
金
額
に
、
等
額
を
保
持
し
な
く
て
は
な
ら
ら
い
。
斯
く
て
始
め
て
統
轄
勘
定
の
 
 

利
用
を
完
全
な
ち
し
め
得
べ
き
で
あ
る
。
も
 
 
 

第
こ
形
式
。
製
品
の
組
真
仕
上
）
の
坂
合
に
使
用
す
る
部
分
品
を
自
作
す
る
場
合
、
購
入
・
受
入
・
貯
蔵
の
諸
費
用
を
、
原
料
品
或
 
 

は
部
分
品
原
偶
に
算
入
す
る
計
算
乃
壷
取
扱
は
、
第
山
形
式
の
如
く
に
簡
単
な
る
を
得
な
い
ぅ
因
っ
て
此
場
合
の
取
扱
方
法
を
玄
に
 
 

日
せ
し
て
の
ロ
変
r
i
b
u
t
州
く
e
〔
O
l
u
コ
↓
コ
S
に
は
、
 
 

原
侶
骨
計
に
於
け
る
原
料
品
原
偶
決
定
上
の
諸
問
題
 
 

此
の
準
備
金
勘
定
爛
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
此
の
準
備
金
助
走
に
、
月
末
に
 
 

（
≡
≡
五
）
 
四
五
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？’  

第
二
形
式
と
し
て
更
に
改
め
て
記
述
す
る
で
あ
ら
う
。
 
 
 

製
品
の
雑
立
、
仕
上
催
促
用
す
る
部
分
品
を
自
作
す
る
場
合
に
は
、
此
の
部
分
品
製
造
に
用
ひ
た
る
原
料
品
に
既
に
購
入
・
受
入
 
 

貯
蔵
費
用
を
割
賦
し
あ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
部
分
品
と
し
て
の
製
作
を
了
へ
た
る
後
此
等
を
叉
再
び
他
の
購
入
品
と
潤
せ
混
合
 
 

L
て
、
原
料
倉
庫
に
保
管
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
此
等
部
分
品
は
、
部
分
品
と
し
て
の
製
作
を
終
了
す
る
と
同
時
に
、
直
 
 

ち
に
製
品
製
造
又
は
組
立
現
場
に
造
り
、
或
は
製
品
倉
庫
に
造
っ
て
、
他
の
原
料
品
又
は
購
入
部
分
品
と
全
然
院
別
し
て
取
扱
ふ
も
 
 

め
で
な
い
。
製
品
製
造
の
焉
め
に
、
或
は
組
立
の
馬
め
に
、
後
日
引
出
し
使
用
す
る
迄
は
、
際
料
品
倉
庫
に
於
て
他
の
購
入
品
と
平
 
 

等
の
取
扱
を
行
ふ
の
が
本
鰹
で
あ
る
。
故
に
此
等
に
封
し
七
は
叉
再
び
或
る
種
の
原
料
品
取
扱
の
費
用
を
負
婚
せ
し
め
な
く
て
は
な
 
 

ら
な
い
。
 
 
 

前
に
例
示
し
た
る
費
用
分
析
の
終
末
に
附
託
し
た
る
購
入
・
掩
入
の
原
料
品
近
状
絶
額
を
再
分
し
、
備
に
♪
g
O
盲
〇
・
芸
を
購
入
品
 
 

の
憤
と
し
、
∽
茎
－
○
声
0
0
を
自
作
部
分
品
原
慣
と
な
す
な
ら
ば
、
き
○
声
○
岩
原
料
取
扱
費
用
観
腋
之
逐
購
入
品
に
封
す
る
割
賦
崩
 
 

と
、
自
作
品
に
封
す
る
割
賦
鰯
と
に
、
通
常
に
分
割
し
急
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
割
賦
の
方
法
を
前
の
第
仙
形
式
よ
り
相
選
せ
 
 

し
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
玄
に
重
ね
て
注
意
す
べ
き
事
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
作
部
分
品
原
慣
∽
0
0
－
○
声
宣
の
中
に
は
、
購
入
原
 
 

料
品
霊
β
○
声
≡
に
勤
し
割
賦
す
べ
き
費
用
の
或
る
軽
の
も
の
を
既
に
含
め
あ
る
革
質
で
あ
る
。
さ
て
、
之
を
考
慮
に
入
れ
て
次
 
 

に
前
掲
の
放
資
用
を
其
の
性
質
に
應
じ
て
、
購
入
原
料
品
に
試
す
る
も
の
と
、
購
入
品
と
自
作
品
と
に
公
平
平
等
に
課
す
る
も
の
と
 
 

に
再
分
析
を
行
ふ
必
罫
が
あ
る
。
 
 
 

第
入
容
 
 
第
l
ニ
渋
 
 

○
ニ
三
六
）
 
四
六
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儲
に
自
作
部
分
品
原
慣
牒
。
盲
・
。
還
、
自
作
品
並
に
購
入
品
の
紙
原
慣
琶
0
0
盲
・
．
〇
還
封
し
9
1
両
君
相
常
す
る
を
以
て
、
自
 
 

作
崩
並
疋
購
入
品
の
共
同
負
据
た
る
費
用
級
額
l
O
も
声
0
0
の
内
、
庖
作
部
分
品
は
ー
儀
芸
可
を
負
挿
す
れ
ぼ
可
な
る
繹
で
あ
る
。
∵
結
．
 
 

局
割
賦
は
 
 

Ⅳ
苛
幾
坤
如
 
琶
e
、
吉
P
0
9
…
…
…
…
…
・
・
…
‥
」
】
嬰
麗
ご
3
丁
 

審
＞
海
澄
釦
 
冨
O
P
0
0
P
O
？
…
…
…
…
…
…
…
・
㈹
畑
山
冊
仰
脛
 l

 

∽
〇
．
つ
0
〇
．
〇
〇
 
 

と
彗
。
即
ち
購
入
原
料
品
に
封
し
て
撃
－
山
中
思
を
ー
又
自
作
部
分
品
忙
封
姜
は
・
訟
中
富
追
加
す
べ
き
も
の
で
雪
。
 
 
 

購
入
部
門
（
場
合
に
よ
り
て
は
受
入
部
門
を
食
む
）
は
多
く
の
エ
場
に
於
て
、
製
造
の
目
的
に
利
用
す
る
原
料
品
の
購
入
の
み
を
取
 
 

葡
＞
彗
P
迅
琴
薯
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
】
○
、
0
0
0
●
0
0
 
 

琴
と
警
戒
莞
謁
忘
惑
…
…
…
‥
‥
‥
…
‥
：
▼
．
】
も
0
0
ル
〇
〇
 
 

粕
＞
洪
元
忘
藩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ダ
0
0
P
菖
 
 

浬
＞
酉
3
森
洩
鹿
・
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
言
O
P
0
0
 
 

鱒
£
莞
諾
這
掛
率
盈
濫
忘
完
了
‥
∵
・
筈
O
P
O
？
 
 

桝
屋
青
海
讐
…
…
‥
…
…
…
：
…
∵
t
橿
庖
 
 

蛤
〇
．
〇
〇
〇
．
〇
〇
 
 

厳
慣
合
計
に
於
け
る
原
料
品
原
憫
凍
定
上
の
南
開
蔑
 
 

轟
メ
論
議
買
誓
監
鱒
や
風
塵
偲
崩
 
 

吟
轟
軸
罰
3
静
肇
…
…
…
・
…
…
…
…
…
‥
ひ
、
0
0
〇
．
〇
〇
 
 

妙
高
蒜
碁
弗
遍
‥
‥
‥
…
・
・
こ
・
・
・
…
…
・
…
…
和
も
0
0
b
O
 
 

斜
視
封
蔀
謬
蟄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
加
も
宕
●
0
0
 
 
 

＼
＼
 
 

覇
三
豊
豊
富
這
 
 
洪
頑
如
帯
封
ヰ
ふ
鱒
埼
玉
 
 

（
ニ
ニ
ニ
七
）
 
四
七
 
 
 

】
○
－
0
0
〇
．
⊃
○
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言、、－  

隼
人
啓
 
発
言
渋
 
 

（
l
ニ
三
八
）
 
四
八
 
 

扱
ふ
も
の
と
限
定
さ
る
ゞ
も
の
で
な
い
。
中
央
事
務
窒
の
蔑
め
に
、
或
は
修
繕
部
門
の
薦
め
佗
、
或
は
エ
場
そ
れ
自
牌
の
（
磯
排
・
 
 

エ
具
・
什
器
造
作
・
中
央
事
務
愛
読
傭
）
の
蔑
め
忙
、
購
入
を
行
ふ
専
も
多
い
。
故
に
覿
1
る
場
合
に
は
、
購
入
挑
門
費
用
を
製
迫
 
 

用
原
料
品
に
の
み
負
培
せ
し
む
る
番
な
く
、
割
賦
の
裁
定
に
正
確
な
る
を
期
す
る
必
嬰
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
じ
叉
、
原
料
品
の
貯
 
 

蔵
費
用
の
如
き
も
、
前
例
に
於
て
は
途
状
面
金
額
を
基
本
と
し
七
割
賦
し
た
れ
ど
も
、
受
入
部
門
費
用
と
共
に
、
其
の
容
積
又
は
分
 
 

盈
の
碁
敵
の
土
に
裁
定
的
割
賦
率
を
設
け
ざ
る
ペ
か
ら
ざ
る
場
合
を
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
倉
庫
費
用
は
貯
摘
期
間
の
長
短
に
依
っ
 
 

て
割
戯
凋
を
異
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
飴
り
に
長
き
期
間
に
首
肯
貯
蔵
保
管
を
な
す
邸
は
資
金
の
固
定
を
促
す
も
の
で
あ
つ
 
 

て
、
正
常
な
る
購
入
層
法
に
於
て
は
斯
か
る
結
英
を
生
す
る
も
の
で
な
い
。
故
に
多
く
の
場
合
、
此
の
期
間
の
長
短
に
依
り
て
吏
庭
 
 

朝
潮
率
を
層
化
せ
し
む
る
蓼
は
な
き
も
の
で
あ
る
。
若
し
市
場
檎
格
欒
励
の
採
算
上
よ
り
、
不
必
要
な
分
量
の
購
入
を
な
七
、
長
く
 
 

貯
蔵
保
管
の
必
要
あ
る
窃
合
に
は
、
其
の
購
入
憤
格
と
資
金
固
定
と
貯
織
保
管
費
用
と
の
採
算
上
よ
り
、
之
を
決
行
す
る
も
の
な
る
 
 

必
然
性
よ
り
し
て
、
特
殊
の
裁
定
率
を
摩
周
す
る
必
要
な
或
は
生
じ
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

軍
〓
ニ
、
c
a
s
t
e
コ
蔓
N
は
之
を
R
e
s
e
r
く
e
f
Q
r
ぎ
e
コ
t
O
r
y
B
u
r
d
e
コ
と
呼
ん
で
屠
る
。
 
 

九
 
 

原
料
品
購
入
を
混
荷
（
】
コ
b
u
l
百
の
状
態
に
於
て
な
し
、
粒
々
異
な
り
た
る
品
位
の
も
の
を
混
拷
し
、
．
∵
口
よ
し
て
購
入
慣
格
を
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決
定
し
叉
布
質
ヒ
種
々
異
な
り
た
る
品
位
の
も
の
を
混
猪
狩
遭
の
下
に
受
入
る
1
場
合
が
存
す
る
。
叉
原
料
品
の
柾
類
に
依
り
て
は
 
 

特
定
品
位
の
も
の
と
L
て
購
入
を
行
ひ
、
更
に
之
を
品
位
的
に
野
分
し
て
製
造
の
嬰
に
供
す
る
場
合
が
あ
る
。
斯
か
る
場
合
、
品
位
 
 

の
異
な
る
に
従
っ
て
原
料
品
市
債
に
必
然
的
に
相
異
を
見
る
も
の
で
あ
つ
て
、
始
め
よ
り
細
分
し
た
る
品
質
に
つ
き
そ
れ
く
別
憫
 
 

の
計
算
を
以
て
購
入
し
た
り
し
な
ら
ん
に
は
、
其
の
購
入
迭
撒
固
金
銅
は
各
品
位
別
に
大
に
相
異
し
た
る
筈
で
あ
る
。
唯
だ
之
を
混
荷
 
 

と
し
て
購
入
し
た
る
が
薦
め
に
、
英
を
混
荷
の
中
に
含
む
殴
高
晶
の
市
場
偶
格
よ
り
は
安
く
、
叉
混
荷
中
の
最
低
品
位
の
も
の
1
市
 
 

場
頂
格
よ
り
は
高
く
、
云
は
ゞ
平
均
慣
格
又
は
平
均
偶
格
よ
り
梢
格
安
な
る
べ
き
二
日
鹿
格
（
L
O
宣
C
O
S
t
S
）
を
以
て
送
状
前
金
覇
と
 
 

な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
、
斯
か
る
原
料
品
を
賓
際
製
造
の
畢
に
供
す
る
に
雷
つ
て
均
一
の
慣
格
を
以
て
す
る
と
き
は
、
 
 
 

高
き
品
位
を
有
す
る
原
料
品
憫
格
を
使
用
す
る
製
品
に
安
き
原
慣
を
供
し
、
低
き
品
仲
を
弔
す
る
原
料
品
を
使
用
す
る
製
品
に
過
大
 
 

伊
原
料
原
償
を
供
す
る
寄
と
な
る
鐸
で
あ
る
。
此
の
場
合
各
組
分
品
位
別
の
市
場
惰
格
を
以
て
そ
れ
〈
の
品
位
原
料
原
偵
と
な
す
 
 

審
は
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
混
荷
と
し
て
購
入
し
た
る
原
料
品
迭
状
金
額
が
正
確
に
平
均
憤
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
換
言
す
れ
ば
各
苗
 
 

慣
を
梗
準
に
W
e
茸
h
t
e
乱
撃
e
r
a
笥
に
依
っ
て
決
定
し
あ
ら
ざ
る
以
上
は
、
各
製
品
に
割
賦
し
た
る
原
料
品
原
慣
絶
計
と
混
荷
迭
状
耐
 
 

金
叡
と
は
二
致
せ
ざ
る
結
果
を
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
鼓
に
混
荷
と
し
て
の
送
状
廊
金
額
を
品
位
別
に
原
料
品
原
慣
と
し
て
、
 
 

甫
磯
に
分
割
決
定
を
行
ふ
必
要
を
生
す
る
諜
で
あ
る
。
 
 

此
の
場
合
、
発
次
の
間
題
は
品
位
の
細
分
で
あ
る
が
、
此
の
細
分
は
混
荷
を
受
入
れ
て
倉
庫
に
保
管
す
る
前
に
之
を
行
っ
て
院
別
 
 

貯
蔵
す
る
場
合
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
斯
か
る
場
合
疫
は
、
原
料
品
元
帳
に
細
分
し
た
る
晶
椎
別
勘
定
に
記
録
す
る
の
が
邁
法
で
あ
 
 

原
償
食
計
に
於
け
る
原
料
品
原
慣
凍
定
上
の
諸
問
題
 
 

（
三
三
九
）
 
四
九
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っ
て
、
送
状
面
金
額
の
分
割
問
題
は
原
料
品
元
帳
記
入
の
場
合
に
教
生
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
封
L
叉
一
方
に
巧
原
料
倉
庫
に
 
 

於
て
倫
混
荷
の
ま
l
エ
ロ
原
料
品
と
し
て
貯
蔵
供
管
t
、
従
つ
て
原
料
品
元
帳
に
於
て
混
荷
の
仙
口
勘
定
科
目
の
下
に
送
状
面
金
額
 
 

を
以
て
彪
増
し
置
き
、
製
造
の
用
止
供
す
る
馬
め
製
造
現
場
に
造
る
場
合
或
は
之
を
製
造
現
場
に
送
っ
て
選
別
し
、
各
種
製
造
命
令
品
 
 

数
造
に
そ
れ
′
1
過
賞
品
位
の
も
の
を
使
用
す
る
婁
合
が
あ
る
。
此
の
場
合
忙
は
原
料
品
元
帳
に
於
て
送
状
面
金
額
分
割
の
問
題
を
 
 

後
生
し
な
い
。
唯
僧
併
か
し
な
が
ら
、
袈
品
原
憤
へ
の
持
嫉
と
し
て
の
途
状
面
金
網
分
劇
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
各
製
造
命
令
製
品
 
 

原
慣
計
算
上
に
細
分
品
位
糾
原
惜
決
定
の
問
題
は
拾
重
用
な
る
繹
で
あ
る
。
叉
或
る
場
合
に
は
混
荷
の
ま
1
貯
蔵
保
管
L
、
之
を
特
 
 

定
製
造
命
令
品
製
造
の
馬
め
に
侍
出
し
、
之
を
製
法
現
場
に
於
て
使
用
し
つ
1
あ
る
間
に
、
他
の
不
適
常
の
部
分
を
製
造
に
使
用
せ
 
 

す
し
て
分
離
し
、
倉
庫
に
第
二
品
位
の
原
料
品
と
し
て
迭
返
す
る
場
合
が
あ
る
。
此
の
場
合
に
も
僻
、
品
位
細
分
に
應
ず
る
迭
秋
雨
 
 

金
額
の
分
割
、
或
は
返
戻
さ
れ
た
る
第
二
品
位
原
料
品
決
定
の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

原
料
品
と
し
て
の
混
荷
送
状
面
金
額
を
、
細
分
品
位
別
に
割
賦
を
行
ふ
場
合
の
賛
際
計
算
方
法
は
、
兜
づ
技
術
的
見
地
よ
り
品
位
 
 

の
選
別
を
打
ひ
、
各
品
位
に
封
す
る
苗
場
鹿
格
を
明
か
に
し
、
そ
れ
′
～
の
前
額
に
於
け
る
単
位
慣
格
に
そ
れ
′
～
の
細
分
品
位
の
 
 

食
む
分
丑
を
乗
じ
て
、
細
別
し
た
る
品
位
の
各
「
O
t
毎
に
市
場
慣
格
に
よ
る
見
積
額
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
後
ち
、
此
の
各
 
 

「
○
叶
の
市
蓼
慣
梅
見
積
覇
を
合
し
て
、
混
荷
造
状
金
額
の
市
債
合
計
に
封
す
る
割
合
を
求
め
る
（
通
例
混
荷
造
状
寓
金
額
は
市
場
慣
 
 

梅
見
積
商
合
計
の
下
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
）
。
各
「
。
什
め
市
場
憤
梅
見
穂
高
に
此
の
P
e
r
n
e
コ
t
遥
e
を
来
す
れ
ぼ
、
混
荷
造
状
而
金
額
を
 
 

（
註
二
由
）
 
 

公
平
に
各
細
別
品
位
別
「
O
t
に
割
賦
し
得
る
繹
で
あ
る
。
 
 

第
 
八
巻
 
 
第
三
既
 
 

（
≡
四
〇
）
 
五
〇
 
 

＼   
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二
千
封
虔
を
十
二
餞
替
を
以
て
購
入
し
た
る
が
焉
め
に
途
胱
面
金
額
は
二
四
〇
囲
で
あ
る
。
故
に
思
○
小
山
0
0
は
4
す
な
る
が
故
に
 
 

其
の
迭
状
金
額
割
賦
は
次
の
如
く
な
る
で
あ
ら
う
 

今
之
を
例
示
す
る
な
ら
ば
、
二
千
封
慶
の
某
原
料
品
を
一
封
度
十
二
銭
の
計
算
に
て
購
入
し
た
る
場
合
に
、
次
記
の
如
く
こ
高
位
 
 

に
口
糾
し
其
の
市
場
慣
格
を
次
の
如
く
見
る
と
す
る
。
 

麟
0
 
 

製
造
工
葉
に
於
て
は
原
料
品
は
原
料
品
と
し
て
其
の
ま
～
販
賛
の
用
に
供
す
る
軍
な
（
、
奥
地
現
場
に
造
り
て
蜜
際
製
法
の
用
に
 
 

註
〓
四
 
「
a
w
r
e
コ
C
e
こ
b
i
d
・
－
P
り
l
念
．
 
 

∩ ロコ ：⊃   

冒コ 訴 言コ   

陸 詩 詩  

√つ ∝l＞   

ヨコ 言コ ≡コ   

陸 帝 詩  

原
個
食
計
に
於
け
る
原
料
品
原
償
決
定
上
の
諸
問
題
 
 

峨
 
誓
〇
．
〇
〇
×
く
ひ
 
 

欄
 
票
．
〇
〇
×
ん
＼
研
 
 

梢
 
誓
「
．
〇
〇
×
山
計
 
 

】
0
0
0
誉
 
⑨
 
 

雷
0
寸
 
⑧
 
 

会
○
や
 
⑥
 
 

ゆ
聖
討
説
諭
荘
 
 

∞
l
＼
？
モ
 
 

N
O
§
p
e
r
さ
・
＝
 
瑠
隻
○
 
 

〓
 
∴
モ
 
 
 
‖
 
欄
 
内
¢
 
 
 

峨
 
 
ひ
柏
．
0
0
○
 
 
 

欄
 
 
匝
q
．
〇
〇
 
 

峨
 
】
含
b
O
 
沖
、
ノ
 
】
雪
害
 
p
e
r
声
 
 

礪
 
 
∽
｛
 
 

声
、
ノ
 
♪
篭
 
p
e
こ
b
．
 
 

声
、
ノ
 
空
等
 
 
p
e
r
 
l
b
．
 
 

（
三
四
〇
 
五
叫
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（
≡
四
二
）
 
五
二
 
 

蕗
入
∵
懸
 
軍
」
ニ
琴
 
 

供
す
る
1
－
エ
坂
東
雇
用
、
修
繕
用
、
或
は
其
の
他
の
虚
分
に
任
す
寄
も
稀
で
は
な
い
が
ー
の
が
通
則
で
あ
る
。
即
ち
原
料
品
の
 
 

庫
出
庭
分
の
計
算
は
結
局
す
る
虚
、
之
を
用
ひ
て
製
法
す
る
製
品
の
原
偶
の
上
に
於
け
る
原
料
品
原
偶
を
決
意
す
る
路
盤
と
な
島
 
 

で
あ
る
。
原
料
品
を
製
造
の
用
に
供
す
る
馬
め
に
産
出
す
る
慣
格
は
、
上
記
の
取
得
膵
憤
又
は
棚
卸
偵
格
と
な
す
が
常
然
な
れ
ど
も
 
 

必
ず
し
も
常
に
此
の
常
然
の
原
則
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
事
を
得
な
い
。
其
庭
に
他
の
別
の
方
法
に
依
り
庫
椚
慣
格
を
決
定
し
、
或
 
 

は
理
解
し
易
く
云
ふ
な
ら
ぼ
、
製
品
に
使
用
し
た
る
原
料
品
原
慣
を
決
定
す
る
別
の
方
法
が
存
す
る
事
を
も
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
 
 

い
の
で
あ
る
。
 
 
 

原
料
品
の
個
々
の
購
入
は
、
同
言
m
種
品
位
の
も
の
に
つ
き
て
考
ふ
る
も
、
常
に
同
山
慣
格
な
り
と
云
ふ
事
を
得
な
い
。
購
入
時
 
 

期
の
異
な
る
に
従
ひ
ノ
、
盲
と
し
に
購
入
の
分
盈
の
異
な
る
に
従
ひ
、
叉
購
入
兜
の
異
な
る
に
従
ひ
、
更
に
又
市
況
の
欒
避
に
従
ひ
 
 

種
々
の
異
な
り
た
る
憤
格
を
以
て
購
入
を
見
る
結
果
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
原
料
品
元
帳
或
は
叫
般
元
帳
原
料
品
統
轄
勘
定
に
 
 

個
別
附
に
記
入
し
行
く
慣
格
は
（
或
は
軍
使
慣
格
は
）
、
其
の
山
口
の
迭
状
毎
に
個
別
的
に
賓
際
僻
格
を
以
て
す
る
も
、
叫
慶
此
の
現
 
 

品
を
原
料
品
倉
庫
に
約
め
て
、
他
の
山
口
の
、
或
は
若
手
口
の
、
購
入
原
料
品
と
混
括
保
管
す
る
な
ら
ば
、
其
の
庫
出
に
嘗
り
て
何
 
 

れ
の
慣
格
を
以
て
す
る
か
の
問
題
が
必
然
の
如
く
教
生
し
来
る
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
賓
際
原
慣
よ
り
離
れ
た
る
、
他
の
紋
様
よ
り
 
 

す
る
庫
出
慣
格
、
威
は
製
品
に
封
す
る
原
料
．
品
慣
格
決
定
の
方
法
を
探
る
な
ら
ば
、
原
料
品
の
庫
出
憤
格
或
は
製
品
に
封
す
る
原
料
 
 

品
原
慣
の
決
定
方
捷
は
種
々
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
党
づ
此
等
諸
方
法
を
分
類
し
て
 
 
 

第
」
 
個
別
的
驚
際
原
慣
に
偲
る
方
法
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／  

あ
る
。
唯
だ
揖
者
は
出
庫
の
状
態
よ
り
見
、
後
者
は
残
高
の
状
態
よ
り
見
る
関
係
に
於
て
異
な
る
の
み
で
あ
る
。
此
の
方
法
に
従
ふ
 
 

と
き
は
、
第
〓
思
聖
一
口
と
購
入
順
位
は
自
然
に
定
ま
る
が
故
に
、
窮
叫
口
の
n
O
V
e
r
す
る
分
量
を
由
庫
L
経
る
ま
で
は
、
第
一
口
の
 
 

賛
際
原
慣
を
以
て
庫
出
慣
格
と
し
、
従
っ
て
其
の
原
料
品
を
使
用
し
て
製
造
す
る
製
品
に
、
其
の
第
一
口
の
嘗
際
原
慣
を
以
て
賦
課
 

を
行
ふ
方
法
を
と
る
。
而
し
て
製
造
の
進
む
に
従
っ
て
、
順
次
古
き
も
の
よ
り
（
0
1
d
P
u
r
c
h
a
s
e
F
ぎ
t
）
出
庫
す
る
取
扱
と
し
、
其
 
 

の
出
庫
慣
格
或
は
製
品
へ
の
韓
嫉
鶴
を
、
順
次
古
き
購
入
品
の
賛
際
偶
格
よ
り
算
出
し
て
行
く
方
法
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
所
謂
 
 

エ
a
計
争
ヨ
。
u
t
h
の
原
料
購
入
方
法
を
探
り
、
必
要
に
應
じ
て
必
要
の
分
登
を
購
入
す
る
場
合
、
或
は
之
を
以
て
原
料
品
仕
入
方
法
 
 

晶
へ
の
原
料
品
原
慣
を
決
定
し
行
か
ん
と
す
る
方
法
で
、
通
常
購
入
 
 

品
の
棚
卸
憤
格
決
定
の
側
よ
り
見
て
は
、
此
の
方
法
は
新
ら
し
き
購
入
の
も
の
が
常
に
棚
卸
品
と
し
て
あ
と
に
確
る
取
扱
と
す
る
も
 
 

あ
る
が
＞
ヨ
i
d
O
コ
及
び
「
望
広
は
叉
之
を
 
 

る の 

第 
二  

と 
平 
均 
貰 
際 
原 
憤 
に 
依 
る 

料 
方 
法   

に 

る 
方  
法  

察 
を 

行 
ふ 
で 

あ 
ら 

う 

依  

と 
辞 
せ 
ら 
る 

ゝ 
も 
の 
で 
、 

其 
の 
最 
も 
通 
常 
な  

の
で
あ
つ
て
、
エ
a
t
謡
l
d
の
所
謂
 
 

尿
慣
合
計
に
於
け
る
原
料
品
原
慨
決
定
上
の
請
間
遠
 
 

C
O
S
t
 
O
巾
○
】
d
e
s
t
 
 

と
結
兼
に
於
て
同
一
で
あ
り
、
叉
主
義
に
於
て
同
一
で
あ
る
も
の
で
 
 

順
位
庫
出
法
（
F
訝
t
・
i
コ
‘
F
訝
T
O
u
t
主
e
t
h
O
d
）
と
柄
す
る
の
が
之
で
 
 

（
山
寧
〓
ハ
）
 
 

と
も
呼
ん
で
居
る
。
原
料
品
に
限
ら
す
、
商
品
又
は
在
庫
 
 

．
一
 
 

（
≡
四
≡
）
 
五
三
 
 
 

〆
、
㌧
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の
原
則
と
定
む
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
購
入
順
位
廃
山
方
法
を
履
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
叉
、
購
入
に
應
じ
て
之
を
滑
資
 
 

し
行
く
場
合
に
、
其
の
庫
出
顔
料
品
原
債
、
奄
っ
て
叉
製
品
へ
の
賦
課
覇
を
算
出
す
る
方
法
は
、
何
等
計
算
上
の
困
難
を
件
は
な
い
 
 

併
か
し
寮
賛
上
極
端
な
る
〓
当
d
・
t
？
三
〇
u
t
h
の
購
入
男
法
は
腋
格
に
之
を
賛
行
し
得
る
も
の
で
な
い
。
前
に
も
述
べ
た
る
が
如
く
、
 
 

H
a
コ
芝
？
苫
○
已
h
 
の
購
入
に
は
購
入
手
続
の
煩
雑
、
購
入
費
用
の
増
加
、
原
料
品
調
達
の
湛
滞
、
購
入
慣
格
の
割
高
を
発
た
し
、
伺
 
 

季
節
的
購
入
、
物
偵
暴
胎
時
の
賂
入
に
橿
々
の
不
都
合
を
釆
す
も
の
で
あ
る
。
故
に
多
く
の
場
合
に
於
て
、
直
ち
に
次
に
製
造
す
べ
 
 

き
製
品
に
使
用
す
る
分
螢
を
の
み
限
定
し
て
、
購
入
を
行
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
。
云
は
ゞ
羞
常
り
必
要
以
上
に
纏
め
購
入
す
る
の
が
 
 

常
や
あ
る
か
ら
、
第
一
口
の
購
入
品
と
、
第
二
口
第
三
口
の
購
入
品
と
は
、
倉
庫
に
於
て
重
複
保
蔵
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
 
 

場
合
各
口
の
貯
蔵
保
管
を
院
別
す
る
と
香
と
に
拘
ら
す
。
 
 

（
こ
 
購
入
慣
格
の
異
な
冴
各
口
別
に
、
其
の
之
を
向
け
た
る
製
品
に
課
す
べ
き
該
常
原
慣
を
探
り
出
す
手
籍
を
必
奨
と
す
る
不
 
 

便
が
あ
る
。
殊
に
一
口
の
製
造
に
封
し
、
数
口
の
購
入
原
料
品
を
発
雷
す
る
計
算
と
な
る
場
合
に
、
計
算
上
の
事
績
は
複
雑
不
 
 

便
と
な
る
。
 
 
 

（
二
）
 
現
品
の
貯
戒
を
混
掃
し
、
単
に
帳
簿
上
の
取
扱
を
購
入
順
位
に
よ
り
て
出
庫
す
る
も
の
と
す
れ
ぼ
、
賛
際
の
醜
品
と
其
の
 
 

原
慣
計
算
と
は
不
二
放
と
な
る
。
 

竺
一
）
 
叉
各
口
別
に
貯
赦
伽
管
上
明
確
な
る
院
別
を
な
ト
、
例
へ
ぼ
↓
a
ニ
y
↓
遥
の
如
き
を
利
用
し
て
慣
別
棟
蔵
す
る
と
せ
ぼ
、
 
 
 

其
の
貯
蔵
手
繚
は
勢
仏
煩
雑
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
其
の
出
席
に
常
り
て
駿
格
に
購
入
順
位
に
依
る
と
せ
ぼ
、
払
庫
取
扱
に
 
 
 

第
八
巻
 
 
第
三
兢
 
 

（
三
四
囲
）
 
五
四
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由
り
て
も
亦
必
要
以
上
の
注
意
を
要
す
る
事
と
な
る
。
勿
論
古
き
貯
蔵
よ
れ
順
序
を
追
ひ
庫
出
し
行
く
寄
は
、
原
料
品
の
腐
朽
 
 
 

損
傷
を
笹
滅
す
る
上
に
於
て
極
め
て
盈
嬰
な
る
べ
き
も
、
膵
朽
損
傷
の
夢
生
せ
ざ
る
原
粗
品
ぬ
つ
き
僻
、
順
位
法
を
腋
守
す
る
 
 
 

事
は
無
用
に
近
き
努
力
と
云
は
敷
く
て
は
な
ら
ぬ
。
 
 

ハ
讐
 
貯
蔵
保
管
中
に
腐
朽
損
傷
の
畿
生
し
易
き
原
料
品
に
起
る
損
傷
は
、
之
を
各
口
別
に
見
積
り
計
算
し
て
、
各
口
別
原
料
よ
 
 
 

り
拉
除
す
る
の
煩
雑
な
る
手
続
を
必
要
と
す
る
。
 
 

（
五
）
 
以
上
．
の
弊
害
は
概
し
て
事
績
上
の
不
便
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
云
は
ゞ
理
論
上
に
は
重
大
な
る
弊
寄
と
見
る
に
慣
 
 
 

し
な
い
も
の
で
あ
る
。
併
か
し
鼓
に
最
も
注
意
を
要
す
べ
き
事
象
が
あ
る
。
同
〓
前
程
の
製
品
を
、
或
は
製
造
命
令
を
、
分
業
 
 
 

的
に
各
職
エ
、
各
機
械
、
各
作
柴
場
に
分
持
せ
し
め
て
仙
奔
に
製
造
を
行
ふ
場
合
に
、
数
ロ
の
購
入
原
料
品
を
そ
れ
ム
1
に
党
 
 
 

首
使
用
す
る
と
せ
ば
、
其
の
何
れ
の
口
の
購
入
品
を
何
れ
の
製
品
又
は
製
造
命
令
に
仕
向
く
る
か
、
其
の
決
定
は
単
な
る
偶
然
 
 
 

の
番
象
な
る
に
拘
ら
ず
、
此
の
順
悪
法
に
よ
る
と
き
は
此
の
場
合
各
製
造
命
令
毎
に
原
慣
を
異
に
す
る
の
奇
し
き
現
象
を
呈
す
 
 

（
港
二
八
）
 
 
 

る
顔
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
場
合
は
無
用
の
手
械
を
講
じ
て
何
等
得
る
魔
な
く
寧
ろ
大
な
る
弊
害
に
隣
る
の
結
果
と
 
 
 

な
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

？
憶
に
製
品
の
観
鮎
よ
り
見
て
、
或
は
仕
掛
品
棚
卸
の
黙
よ
り
見
て
、
何
れ
の
購
入
原
料
品
を
何
れ
の
製
品
又
は
仕
掛
品
に
向
け
 
 

た
り
や
、
従
つ
て
叉
偶
オ
の
製
品
又
は
杜
商
品
に
掴
別
的
に
如
何
な
各
原
憤
の
原
料
品
を
使
用
し
た
り
や
は
、
之
を
明
か
粧
す
る
事
望
 
 

ま
し
き
寄
に
展
す
る
が
、
併
か
し
そ
れ
は
製
造
の
時
期
を
異
に
す
る
場
合
に
、
原
慣
比
較
上
要
用
な
り
と
云
ふ
に
留
ま
る
の
、
殆
ん
ど
近
 
 

原
慣
曾
計
に
於
け
る
原
料
品
原
償
決
定
上
の
諸
問
題
 
 

⊇
一
四
五
）
 
五
五
 
 
 

l■  

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



釆
原
料
品
の
市
債
或
は
製
品
の
市
債
下
落
す
る
革
あ
る
べ
き
場
合
に
供
ふ
車
を
得
べ
し
と
す
る
保
守
的
精
神
の
外
に
何
物
も
な
い
。
 
 

原
料
品
市
場
憤
格
下
落
の
傾
向
に
あ
る
場
合
に
は
、
此
の
方
法
に
ょ
る
席
出
取
扱
は
〓
a
n
已
？
三
〇
善
B
u
y
息
の
場
合
に
類
似
し
た
 
 

傾
向
を
取
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
場
合
に
、
侍
高
僧
な
る
原
料
品
の
購
入
促
成
を
な
し
居
る
零
そ
れ
自
身
が
既
に
購
入
能
率
の
低
 
 

き
を
示
す
所
以
で
あ
る
。
故
に
市
場
偵
格
下
落
の
傾
向
に
あ
る
場
合
に
、
佃
此
の
方
法
を
採
用
す
る
必
要
あ
る
瀞
は
不
奉
で
あ
り
、
非
 
 

能
率
で
あ
つ
．
て
、
斯
か
1
る
場
合
に
蜂
完
全
な
る
＝
a
曇
？
三
〇
毒
B
亡
y
息
の
方
法
に
依
っ
て
、
個
別
的
賛
際
原
偵
を
製
品
の
原
料
 
 

品
原
慣
と
な
す
事
に
纏
わ
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
最
高
慣
償
晶
よ
り
の
庫
出
方
注
が
著
し
く
P
r
e
く
註
す
る
傾
向
あ
る
 
 

革
む
望
紆
べ
き
で
な
い
。
叉
原
料
品
市
債
欒
動
常
な
き
情
勢
に
あ
る
場
合
に
、
唯
讐
方
的
に
壁
向
原
慣
品
よ
り
先
に
す
る
庫
出
方
 
 

法
は
、
市
慣
下
落
の
兆
あ
る
麹
合
と
同
様
に
・
三
助
き
も
の
よ
り
先
に
使
用
し
驚
け
ぼ
婿
釆
些
少
に
て
も
安
心
計
る
べ
し
と
の
保
守
的
 
 

利
益
の
外
何
物
も
な
い
。
・
反
封
に
原
料
品
市
場
慨
格
の
昂
勝
間
勢
に
計
る
場
合
に
は
、
コ
a
コ
d
・
t
？
三
〇
u
t
h
B
u
y
i
コ
山
は
明
か
に
不
利
で
 

第
八
巻
 
第
言
渋
 
 

（
三
四
六
）
 
五
六
 
 

億
し
た
る
製
緒
に
於
て
、
或
は
全
く
同
山
の
陣
靭
に
同
一
の
環
境
の
下
に
製
造
す
る
製
品
問
に
於
て
、
街
個
々
の
原
料
品
の
購
入
原
慣
 
 

に
於
け
る
極
め
て
微
細
な
る
攣
化
を
、
各
製
品
原
偶
の
上
に
反
影
せ
し
む
る
罫
は
壷
益
の
な
き
場
合
が
多
き
の
み
な
ら
す
、
却
っ
て
 
 

原
憤
採
算
を
不
統
一
に
す
る
の
虞
が
あ
る
。
菟
に
平
均
原
慣
を
以
て
す
る
の
方
法
が
多
き
利
用
憤
倍
を
背
ぶ
る
に
至
る
詣
で
あ
る
。
 
 

次
に
、
此
の
個
別
資
際
買
に
依
る
他
の
方
管
し
て
、
覇
臓
朝
粥
響
嘲
基
。
原
 
 

偶
の
高
き
も
の
よ
芳
兜
づ
静
造
に
仕
向
く
る
軍
は
、
な
る
べ
く
安
き
原
偵
の
も
の
を
後
に
礫
ト
て
、
購
求
の
製
造
を
有
利
に
或
は
安
 
 

間
に
導
か
ん
と
す
る
保
守
的
精
神
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
が
、
響
磯
嘲
耶
．
戯
謂
適
職
摘
磯
嘲
覇
鞘
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あ
つ
て
、
此
の
場
合
に
幾
口
か
の
購
入
貯
蔵
品
の
重
複
を
見
る
寄
は
富
然
の
傾
向
で
あ
ぶ
、
叉
望
ま
し
き
事
象
で
あ
る
と
見
な
く
て
 
 

は
な
ら
な
い
。
然
か
も
佃
、
此
の
場
合
に
高
き
原
慣
品
よ
り
兜
町
庫
出
使
用
す
る
の
方
淡
は
、
自
然
に
逆
行
す
る
非
理
論
的
打
方
法
 
 

で
あ
る
と
見
る
の
外
は
な
い
。
此
の
場
合
に
は
逆
に
低
き
も
の
よ
り
先
に
塵
出
使
用
す
る
事
を
以
て
、
自
然
の
形
式
と
見
な
く
て
は
 
 

な
ら
な
い
○
併
か
し
、
此
の
低
き
原
慣
品
よ
り
の
事
象
は
、
エ
a
コ
d
・
t
？
誉
u
t
h
B
u
y
i
コ
山
の
精
神
そ
の
も
の
を
停
婁
す
る
と
云
ふ
意
味
 
 

で
な
く
、
唯
だ
出
庫
の
形
式
に
於
て
、
此
の
〓
a
邑
・
t
？
3
0
u
t
h
B
u
y
i
コ
也
の
形
を
採
用
す
る
を
以
て
、
自
然
の
形
勢
と
す
る
の
み
で
 
 

あ
る
0
 
 

謹
二
五
 
「
a
w
r
e
コ
‖
e
こ
b
i
d
●
，
P
－
】
u
の
・
 
 

p
ヨ
i
d
O
コ
a
コ
山
「
a
コ
苧
E
s
s
e
コ
t
i
a
訂
O
f
n
O
S
t
芽
n
O
u
コ
冨
山
－
P
・
翠
 
 
 

謹
二
六
 
H
戸
F
ぎ
コ
e
y
－
P
r
i
コ
n
i
p
－
e
s
O
¶
芳
n
O
u
コ
t
i
コ
苧
C
h
－
N
∞
－
P
ル
一
」
・
 
 
 

諌
二
七
 
〓
e
コ
r
y
R
a
コ
d
エ
a
t
f
i
e
－
m
、
碧
c
O
u
コ
t
言
）
P
r
i
コ
n
i
p
訂
s
琶
止
P
r
O
b
訂
ヨ
S
も
P
J
O
ア
岩
ひ
・
 
 
 

謹
〓
八
 
T
h
O
ヨ
a
S
 
H
e
コ
r
y
S
a
コ
d
e
r
∽
こ
コ
旨
s
t
r
訂
－
才
c
O
u
コ
t
ぎ
g
 
P
・
箪
 
 
 

藩
士
九
 
2
i
n
h
0
1
s
O
コ
a
コ
m
 
R
O
h
b
a
c
ぎ
C
O
～
t
碧
〔
O
u
コ
t
ぎ
苧
P
サ
夢
 
 

二
 
 
 

第
二
の
平
均
嘗
際
原
偵
に
依
る
方
法
は
興
り
た
る
原
償
を
有
す
る
幾
口
か
の
同
一
原
料
品
を
平
均
慣
格
に
よ
つ
て
藤
田
し
、
製
品
 
 

に
劃
す
る
原
料
品
原
慣
を
此
の
平
均
原
偶
に
伐
つ
七
算
定
せ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
各
購
入
口
数
の
原
料
品
は
原
料
倉
庫
に
於
 
 

鹿
慣
曾
計
に
於
け
る
原
料
品
原
償
決
定
上
の
諮
問
題
 
 

⊇
一
甲
宰
）
 
五
七
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・・→－・＼－→  

C． B．．札  
の
三
と
す
る
事
を
得
る
。
R
の
二
軍
新
聞
の
購
入
原
料
品
級
平
均
原
慣
に
依
る
方
法
は
、
通
例
一
螢
菜
年
度
内
の
購
入
各
日
を
通
算
 
 

し
た
る
絶
平
均
原
慣
に
依
る
も
の
で
あ
つ
て
、
－
短
き
は
月
を
以
て
仙
期
間
と
な
す
事
を
も
得
る
繹
で
あ
る
が
ー
ー
叫
定
期
問
経
 
 

過
後
疫
■
あ
ら
ぎ
れ
ぼ
平
均
原
慣
を
得
る
寄
が
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
期
末
商
品
の
棚
卸
高
を
明
か
に
す
る
棚
卸
計
算
方
法
と
し
て
は
 
 

苦
行
極
吟
て
容
易
で
あ
る
が
、
原
慣
計
算
方
法
と
し
て
、
療
に
S
p
e
ハ
≡
c
O
r
d
e
r
C
O
S
｛
の
計
算
方
法
と
し
て
、
障
出
に
應
じ
て
原
料
 
 

高
偵
格
計
欝
を
明
か
た
し
？
製
品
へ
の
原
料
品
原
偵
を
庫
出
使
用
毎
に
明
か
に
し
て
記
録
計
算
す
る
方
法
と
し
て
は
．
鸞
府
不
可
能
 
 

の
性
質
を
帝
ぶ
る
も
の
で
あ
る
。
唯
だ
p
†
。
C
e
S
S
n
O
S
t
甘
露
ヨ
を
採
用
す
る
海
食
に
、
月
を
以
て
原
慣
計
算
の
二
期
と
し
、
毎
月
末
 
 

月
次
的
た
此
の
方
法
に
依
る
使
用
原
料
品
原
偵
の
決
定
を
な
し
、
従
っ
て
叉
製
品
の
原
像
計
算
を
な
す
場
合
に
は
、
大
な
る
不
郡
合
 
 
 

第
ノ
八
、
琴
 
第
≡
叡
 
 

（
三
四
八
）
 
▲
五
入
 
 

で
全
く
混
渚
し
、
∵
々
ゐ
出
庫
に
常
り
て
、
其
の
何
れ
の
購
入
口
よ
り
出
庫
し
た
る
か
ゞ
判
明
し
経
き
忙
依
玖
、
或
は
其
の
何
れ
の
 
 

口
よ
針
田
博
す
る
か
ゞ
唯
だ
偶
然
な
る
決
定
に
塞
く
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
金
牌
の
平
均
原
偶
に
よ
る
ペ
し
と
云
ふ
の
で
 
 

あ
る
。
玄
に
平
均
な
る
意
味
巧
各
口
別
の
箪
位
原
偶
に
そ
れ
く
の
口
の
含
む
単
位
数
盈
を
乗
じ
て
得
た
る
口
即
原
慣
を
、
各
日
別
 
 

散
漫
の
合
計
を
以
て
険
し
た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
敦
畳
を
以
て
加
重
し
た
る
所
謂
W
e
普
t
n
d
き
e
r
遥
e
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

此
の
平
均
蜜
際
慣
格
に
依
る
苛
法
は
之
を
更
に
区
別
し
て
 
 

仙
 

椚
塵
時
に
於
け
る
原
料
品
平
均
原
慣
に
依
る
方
法
 
 

期
首
卒
均
原
偶
に
依
る
方
法
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



な
く
し
て
朗
胡
の
目
的
む
達
し
得
る
澤
で
あ
る
。
此
の
方
法
の
特
色
と
す
る
虚
は
、
徹
底
的
な
る
平
均
原
慣
を
得
る
に
あ
つ
て
、
中
 
 

途
年
磯
な
る
時
期
に
於
け
る
平
均
原
慣
で
は
な
い
。
1
此
の
意
味
に
於
て
は
月
次
平
均
よ
り
は
、
年
吹
平
均
と
L
－
な
る
べ
く
長
 
 

き
期
間
の
後
に
平
均
を
求
む
る
事
を
以
て
瑠
想
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
1
故
に
同
劇
品
較
、
品
位
響
M
製
造
の
連
紐
皮
怒
を
行
 
 

ふ
場
合
或
は
棟
準
化
さ
れ
た
る
製
品
の
製
造
の
蔑
め
に
、
其
の
製
造
に
使
用
す
る
標
準
化
さ
れ
た
る
原
料
品
の
使
用
額
を
計
算
す
る
 
 

（
誅
三
〇
）
 
 

薦
め
．
に
は
、
最
も
好
適
な
を
方
法
と
云
は
な
く
七
は
な
ら
な
い
。
之
に
依
つ
て
始
め
て
、
斯
か
る
製
品
の
正
常
な
る
原
個
を
明
か
に
 
 

し
得
る
詣
で
あ
る
。
棟
準
原
慣
計
算
方
法
の
下
に
原
料
品
を
標
準
化
す
る
努
力
は
此
の
W
e
i
篭
e
d
き
e
r
a
g
e
き
e
t
h
。
乱
に
依
る
原
料
 
 

品
塀
傾
が
瑚
想
的
な
る
概
準
に
近
接
し
て
誤
ら
ざ
る
寄
を
期
す
る
も
の
と
掬
す
る
寄
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
こ
 
併
か
し
S
p
e
c
芳
O
r
d
e
コ
C
O
S
t
S
y
s
t
e
∃
に
於
て
各
製
造
の
進
行
終
了
毎
に
、
．
其
の
塵
出
し
た
る
原
料
品
、
従
っ
て
其
の
 
 
 

一
製
造
に
仕
向
け
た
る
原
料
品
の
原
償
を
直
ち
庭
計
算
決
定
す
る
番
の
不
可
能
な
る
鮎
に
於
て
、
先
づ
大
な
る
快
隋
を
保
有
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
二
）
 
原
料
品
の
棚
卸
の
見
地
に
立
ち
て
此
の
方
法
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
場
合
に
、
早
き
時
期
に
購
入
貯
蔵
し
た
る
原
 
 

料
品
は
概
し
て
早
き
時
期
に
製
造
に
使
用
し
轟
し
、
従
つ
て
棚
卸
時
期
に
於
て
見
る
と
き
、
比
較
的
敢
近
の
購
入
品
の
み
倉
捲
 
 

に
貯
赦
し
あ
る
現
状
に
於
て
、
其
の
慣
格
の
決
鑓
を
棚
卸
竣
存
高
と
何
等
関
係
な
き
、
他
の
早
駅
購
入
品
の
原
偶
に
依
つ
て
多
 
 

分
の
影
響
を
受
け
し
む
る
畢
は
、
拘
に
重
大
な
る
不
郡
合
で
あ
る
。
 
 
 

ハ
三
）
 
更
に
考
ふ
る
に
早
期
に
高
き
原
慣
を
以
て
購
入
し
た
る
原
料
品
を
以
て
製
造
を
完
了
し
、
経
つ
′
て
高
き
製
品
原
憫
を
待
た
 
 

仇  

席
順
骨
計
に
於
け
る
原
料
品
原
慣
決
定
上
の
渚
開
成
 
 

（
三
四
九
）
 
五
九
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紛  

（
三
五
〇
）
 
六
〇
 
 

第
八
巻
 
 
第
三
娯
 
 

る
場
合
に
、
後
日
原
料
品
の
下
落
を
磯
愈
と
し
て
、
或
は
安
き
購
入
の
磯
脅
を
坂
ん
で
、
原
料
品
の
安
き
購
入
を
行
ひ
、
然
か
 
 

も
額
未
だ
安
き
原
料
品
を
以
て
何
等
質
際
の
製
品
を
得
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
罫
な
る
後
日
の
安
き
原
料
品
購
入
の
寄
を
以
て
、
直
 
 

ち
に
桑
の
轟
き
製
品
原
憤
を
安
き
原
偵
に
一
掃
せ
し
む
る
が
如
き
か
ら
く
り
は
、
投
機
発
着
の
常
套
的
手
段
と
し
て
も
、
此
の
 
 

（
ま
三
こ
 
 

坂
今
飴
り
に
非
論
理
的
で
あ
る
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

（
班
）
 
更
に
同
様
に
、
轟
に
安
き
原
料
品
を
以
て
製
造
に
普
り
、
安
き
原
偵
を
待
な
が
ら
、
後
日
原
料
品
の
騰
貴
に
合
し
、
次
の
 

驚
柴
期
に
使
用
す
る
馬
め
に
購
入
し
た
る
原
料
品
に
依
っ
て
、
前
に
製
造
し
た
る
製
品
の
原
慣
を
二
樽
せ
し
め
て
、
高
慣
な
ら
 
 

t
む
る
苛
も
大
な
る
不
都
合
で
あ
る
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

B
の
出
庫
時
に
於
け
る
原
料
品
平
均
原
偶
に
依
る
方
法
は
、
正
確
に
云
は
ゞ
叉
二
偶
に
分
類
す
る
事
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
 
 

ー
ツ
は
第
一
口
の
購
入
単
位
原
偵
を
、
其
の
次
の
別
の
原
慣
を
以
て
購
入
す
る
迄
、
出
庫
軍
使
原
債
と
し
て
使
用
し
て
出
庫
原
料
品
 
 

原
偵
を
計
辞
す
る
、
従
っ
て
次
の
新
た
な
る
単
位
原
偶
に
よ
る
購
入
が
加
は
り
た
る
と
き
に
、
眞
の
翠
位
原
慣
に
依
り
、
眞
の
購
入
 
 

品
の
確
高
憤
格
を
計
辞
し
之
に
新
単
位
原
偶
に
よ
る
漸
購
入
品
憤
格
を
加
へ
て
、
薪
暫
原
料
品
有
高
を
以
て
険
し
て
平
均
原
慣
を
求
 
 
 

め
、
以
後
更
に
別
の
第
≡
の
新
た
な
る
単
位
原
偶
に
依
る
購
入
の
生
す
る
ま
で
、
此
の
第
二
次
平
均
原
償
を
以
て
出
庫
原
料
品
の
単
 
 

位
原
慣
と
し
て
、
出
榛
原
料
品
原
慣
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
新
た
な
る
駆
使
原
慣
に
よ
る
購
入
品
の
加
は
る
毎
に
、
平
均
 
 

は
移
動
し
行
く
を
以
て
、
三
〇
＜
ぎ
山
W
e
茸
h
t
e
m
ぎ
e
r
a
笥
三
が
芋
○
鋸
、
の
柄
が
あ
る
。
此
の
方
法
は
恒
久
棚
卸
法
の
汲
も
普
通
な
る
形
式
 
 

で
あ
つ
て
、
出
席
の
時
に
放
け
る
平
均
原
慣
を
累
次
的
に
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
 
 

間   

凛
臣
二
二
）
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（
こ
 
前
の
革
純
篭
る
加
盈
卒
均
方
法
に
於
け
る
が
如
く
、
－
定
期
問
の
経
り
に
あ
ら
ざ
れ
ぼ
庫
出
原
料
品
の
原
慣
を
決
定
し
得
 
 
 

ざ
る
が
如
き
弊
は
な
い
。
 
 
 

（
二
）
 
嘱
拷
保
管
の
場
合
に
、
偶
然
な
る
選
揮
に
よ
つ
て
、
偶
燃
各
製
造
日
に
別
々
の
原
憤
を
掟
供
す
る
が
如
せ
、
、
購
入
暇
位
庸
 
 
 

出
法
に
見
る
弊
琴
は
な
い
。
 
 

′
j
 
 

（
三
）
 
浪
合
保
管
原
料
品
の
偏
偵
は
雷
然
斯
か
る
平
均
原
慣
庵
る
べ
さ
性
質
の
も
の
な
る
が
故
に
、
鼓
高
原
憶
順
位
最
低
原
憎
順
 
 
 

位
の
如
き
、
或
は
購
入
順
位
庫
Ⅲ
方
法
の
如
き
、
不
都
合
を
＃
す
る
繋
が
な
い
。
 
 
 

（
讐
 
原
料
品
市
債
の
動
輪
常
な
き
場
合
、
或
は
繊
細
な
る
動
掃
を
反
覆
サ
る
場
合
に
、
一
定
期
間
の
製
品
原
偶
の
正
常
な
る
も
 
 
 

の
を
得
せ
し
む
る
便
宜
が
あ
り
、
従
つ
て
製
品
原
偵
決
定
上
多
く
の
利
便
を
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
露
）
 
平
均
原
慣
利
用
の
常
然
の
結
果
と
し
て
、
購
入
口
別
に
依
る
計
算
を
新
購
入
毎
に
保
赦
す
る
必
要
が
な
い
。
又
従
っ
て
何
 
 
 

れ
の
購
入
口
の
も
の
を
何
れ
の
製
造
命
令
品
製
遁
に
充
常
し
た
り
や
の
観
測
を
行
ふ
必
要
が
な
い
。
 
 

！
－
カ
i
－
－
1
人
手
与
り
斗
毒
 
 
併
か
L
、
此
の
移
動
加
重
平
均
法
に
依
る
と
き
は
、
前
の
単
純
加
重
平
均
法
に
於
て
述
べ
た
る
弊
害
の
内
、
相
知
痩
商
品
の
原
傾
 
 

が
既
に
裂
追
に
利
用
し
姦
し
た
る
原
料
品
の
原
偶
に
依
り
て
多
少
宛
の
影
響
患
家
む
る
事
は
、
又
免
れ
得
ぎ
る
鹿
で
あ
る
り
蓋
し
、
 
 

現
在
の
棚
卸
痩
高
晶
の
平
均
憤
格
は
、
従
来
の
購
入
品
に
依
り
得
た
る
平
均
の
上
に
平
均
を
根
ざ
足
し
氷
っ
た
形
態
に
あ
る
か
ら
で
 
 

あ
る
。
併
か
L
、
前
の
澤
純
加
京
平
均
法
に
於
け
る
が
如
く
に
、
滞
米
に
於
け
る
購
入
に
依
っ
て
現
在
の
或
は
過
去
の
平
均
憤
格
は
 
 
 

欒
吏
又
は
影
響
を
受
く
る
も
の
で
な
き
苺
は
、
此
の
方
法
の
厳
然
た
る
特
色
で
あ
る
。
従
っ
て
叉
そ
れ
だ
け
↑
定
期
問
の
製
品
原
憤
 
 

恥  

原
償
骨
計
に
於
け
る
原
料
品
原
償
決
定
上
の
諮
問
温
 
 

（
三
五
こ
 
六
小
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均
に
依
つ
て
出
庫
原
料
品
の
原
僧
を
決
意
す
る
の
で
あ
牒
。
此
の
方
法
は
現
品
を
倉
庫
に
於
て
驚
際
正
確
に
口
別
保
管
す
る
審
を
必
 
 

要
と
し
、
其
の
現
品
の
状
況
に
依
り
て
平
均
原
慣
を
始
め
て
算
出
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
購
入
順
位
法
、
最
高
最
低
弼
順
位
方
法
に
 
 

於
て
は
、
現
品
の
笛
別
保
億
は
兎
に
角
と
し
て
、
計
算
上
に
於
て
容
易
に
原
慣
格
を
決
定
し
得
る
澤
で
あ
る
が
、
此
の
方
法
に
於
て
 
 

は
、
現
品
の
資
際
出
納
を
各
口
別
に
厳
格
に
贋
施
せ
ざ
れ
ば
、
平
均
を
求
む
る
薦
め
の
質
素
約
数
字
の
選
別
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
 
 

寄
と
な
る
。
さ
り
と
て
叉
任
意
出
鱈
目
に
若
干
購
入
口
の
数
量
と
軍
使
原
憤
と
を
探
り
て
、
加
巽
中
均
を
行
ふ
寄
を
得
ぎ
る
も
の
で
 
 

ぁ
る
。
若
し
蕨
格
に
現
品
の
区
別
保
存
を
な
づ
ゞ
れ
ば
、
購
入
順
位
、
・
最
高
、
最
低
順
眩
わ
痢
紳
を
之
に
必
ず
加
味
し
な
く
て
は
な
 
 

ら
な
い
。
厳
格
に
云
ふ
な
ら
ぼ
、
〓
タ
に
霞
別
保
管
を
な
し
な
が
ら
他
の
二
万
に
於
て
葦
際
製
造
に
向
く
る
薦
め
に
抽
教
的
に
何
れ
 
 

か
の
口
よ
り
庫
出
を
行
ふ
事
は
理
論
上
公
正
な
亀
も
の
で
な
い
か
ら
、
必
ず
此
の
口
別
保
管
を
な
す
場
合
に
於
け
る
庫
出
は
購
入
順
 
 

位
か
最
高
原
慣
順
位
か
或
は
敢
佐
原
憫
順
位
か
の
、
何
れ
か
の
法
則
の
下
に
之
を
行
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
斯
 
 

か
る
一
定
法
則
又
は
主
我
に
基
く
庫
出
没
の
下
に
放
て
、
其
の
上
に
其
の
庫
出
品
原
慣
を
現
存
晶
の
平
均
原
偶
の
上
に
求
む
る
の
結
 
 

果
と
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
方
法
の
利
便
と
す
る
鷹
は
、
選
ぼ
る
ゝ
庫
出
品
原
憤
が
過
去
の
購
入
に
よ
り
影
響
を
受
く
る
 
 
 

賃
八
巻
第
三
或
 
 

（
三
車
〇
 
六
二
 
 

の
正
常
な
る
平
均
を
得
る
と
云
ふ
、
本
方
法
筋
庖
の
利
瓢
は
、
単
純
加
重
平
均
法
に
比
し
て
弱
め
ら
る
1
結
典
と
な
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

此
の
出
庫
時
に
於
け
る
原
料
品
平
均
原
偵
に
依
る
方
法
の
、
熱
感
と
見
る
べ
き
も
の
は
、
酎
劉
捌
郡
部
感
珊
瑚
齢
 
 

つ
き
購
入
 
 
口
別
を
厳
格
に
守
り
、
そ
れ
′
ハ
1
の
蜜
際
購
入
原
憤
を
、
加
霧
中
均
方
法
に
依
っ
て
平
 
 

均
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
此
の
平
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事
な
く
叉
将
来
の
購
入
に
よ
つ
て
同
様
に
影
響
を
蒙
む
る
事
な
き
強
味
を
有
し
、
飽
く
ま
で
現
存
品
の
平
均
原
偶
で
あ
り
得
る
鮎
に
 
 

●
 
 
 

於
て
ゞ
あ
る
。
併
か
⊥
此
の
芳
法
は
口
別
法
順
位
法
の
帝
ぶ
る
妖
鮎
を
其
の
ま
1
襲
受
し
て
、
更
に
一
隊
の
取
扱
上
の
煩
雑
を
釆
た
 
 

す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
移
動
加
雷
平
均
法
の
有
す
る
特
色
た
る
〓
蛋
期
間
の
製
品
原
慣
の
正
常
な
る
平
均
を
得
る
事
は
、
益
々
困
 
 

難
と
な
る
の
愚
に
陥
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

E
ヽ
の
響
剛
羽
嘲
園
側
ば
依
る
方
蕗
は
、
彼
の
月
次
計
算
の
如
き
場
合
に
於
て
は
、
毎
月
始
に
雀
躍
原
料
品
の
平
均
原
憤
を
求
め
 
 

或
は
彼
の
．
移
動
加
重
平
均
方
法
に
依
る
が
如
き
方
法
、
或
は
其
の
他
の
方
法
に
依
り
て
平
均
的
な
る
単
位
原
慣
を
先
づ
求
め
、
此
の
 
 

単
位
原
慣
を
以
て
好
の
月
中
の
同
一
原
料
品
の
仝
出
庫
に
つ
き
憤
格
決
定
を
な
さ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
其
の
月
首
に
倉
庫
に
保
 
 

戚
⊥
た
る
棚
卸
塵
以
上
に
其
の
月
中
の
出
座
高
麗
過
ナ
る
審
な
く
、
叉
其
の
月
中
に
新
に
購
入
し
た
る
原
料
品
の
原
慣
が
月
首
に
定
 
 

（
謹
ニ
ニ
ニ
）
 
 

め
た
る
平
均
的
単
位
原
慣
を
破
る
事
な
け
れ
ぼ
、
結
局
此
の
方
法
は
前
に
遊
べ
た
る
南
平
均
原
慣
に
依
る
と
同
州
の
結
果
を
得
る
繹
 
 

で
あ
る
が
 
ー
 
従
つ
て
此
の
意
味
に
於
て
、
平
均
原
慣
転
依
る
方
法
と
し
て
の
賛
際
慣
低
を
有
す
る
繹
で
あ
る
～
併
か
し
、
若
し
 
 

其
紆
月
中
の
出
庫
量
が
其
の
月
首
に
於
け
る
棚
卸
高
を
超
へ
＼
或
は
其
の
月
中
の
新
購
入
原
傾
が
欒
勤
し
来
る
場
合
に
は
、
其
の
月
 
 

末
に
於
て
華
僚
棚
卸
高
に
誤
算
を
生
じ
来
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
然
月
琴
に
は
棚
卸
修
正
を
施
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
へ
ぼ
 
 

決
b
増
額
＞
樽
＞
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
－
憧
由
 
○
ル
0
0
O
 
A
も
0
0
b
O
 
 

ご
0
0
0
◆
0
0
 
 

岩
、
℃
0
0
 
 

新
通
せ
宙
迂
（
出
叫
輪
番
＝
山
、
て
〕
…
…
・
…
…
」
愕
ほ
 
⑥
 
芸
○
 
憧
ほ
 
 

原
慣
合
計
に
於
け
る
原
料
品
原
慣
決
定
上
の
諸
問
題
 
 

出
 
癖
選
抜
別
 
 

ひ
ー
0
0
0
 
⑥
 
〇
．
垂
）
、
∽
－
〇
〇
P
0
0
 
 

（
ニ
ニ
九
三
）
 
六
三
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以
上
の
例
に
依
っ
て
見
る
如
〈
、
月
末
棚
卸
に
於
て
賛
際
の
革
煩
が
・
∞
○
な
る
に
拘
ら
ず
、
計
野
上
に
於
て
〓
○
と
な
る
結
果
を
 
 

見
る
の
で
あ
る
即
ち
嘗
際
以
上
に
棚
卸
額
が
高
慣
と
な
る
年
回
に
、
其
の
月
中
に
製
造
の
馬
め
に
使
用
し
た
る
原
料
品
は
過
少
評
慣
 
 

た
格
っ
て
製
品
原
偵
は
過
少
に
算
定
さ
る
ゝ
結
果
に
隋
る
繹
で
あ
る
。
熱
か
も
此
の
場
合
に
其
の
月
中
の
製
通
が
多
種
多
端
で
あ
つ
 
 

七
、
各
個
別
的
な
る
製
造
命
令
の
そ
れ
く
の
原
料
品
伺
格
に
追
加
訂
正
を
加
ふ
る
寄
が
尊
嘗
上
困
難
な
る
場
合
に
は
、
勢
竺
般
 
 

仕
繹
を
通
じ
て
次
の
如
く
棚
卸
品
慣
格
の
修
正
を
行
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

害
・
〇
。
 
 

迩
前
聾
斡
 
 

害
・
〇
〇
＼
海
要
語
革
婁
因
 
 

而
し
て
同
時
に
叉
、
原
料
品
．
冗
帳
柏
嘗
口
塵
に
そ
れ
く
個
別
的
な
る
修
正
を
加
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
修
正
方
法
に
依
 
 

ゎ
て
原
料
品
の
欄
却
修
正
は
完
了
し
得
る
と
し
て
も
、
他
の
一
方
に
於
け
る
製
品
原
鹿
の
修
正
は
之
を
以
て
可
能
な
る
を
得
な
い
。
 
 

即
ち
製
品
が
多
柾
多
様
で
あ
る
壕
合
に
斯
か
る
原
料
品
原
慣
算
定
の
方
法
を
利
用
す
る
事
は
、
製
品
の
正
し
き
原
慣
も
算
出
し
得
せ
 
 

し
む
る
所
以
で
な
く
、
原
憤
合
計
上
の
重
大
事
項
を
犠
牲
に
供
ず
る
に
至
る
ペ
き
で
あ
る
。
（
未
完
）
 
 

藷
三
〇
 
L
0
1
d
a
コ
a
コ
山
エ
a
r
ユ
s
こ
b
i
d
．
P
．
】
望
．
 
 

註
l
ニ
血
 
〓
a
t
f
鼓
斗
蒙
d
t
．
P
．
】
○
↓
．
 
 

誌
三
ニ
 
ュ
a
t
謬
－
d
∵
b
i
d
．
P
」
日
．
 
 

謹
二
二
ニ
「
か
W
r
e
コ
C
e
∵
b
i
d
～
P
P
．
】
滅
卜
l
会
．
 
 
 

第
八
巻
 
 
第
 
三
兢
 
 
 

、
一
汁
 
追
 
討
 
 

帖
－
琶
〇
．
〇
っ
▼
γ
ジ
0
0
つ
＝
l
こ
○
 
 

ド
つ
○
コ
 
 

沌
、
沌
う
〇
．
〇
〇
 
 

（
三
五
四
）
 
六
四
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